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お好み焼きづくりに挑戦！
雨煙別小学校コカ・コーラ環境ハウス
で行われた栗山小学校の通学合宿。
4 年生～ 6 年生の 25 人が親元を離れ
3 泊 4 日の共同生活を行いました。



 明日の「くりやま」を語り合う

まちづくり懇談会

　町民の声を広く行政に反映させることを目的とした「まちづ
くり懇談会」が 6 月 5 日、総合福祉センター「しゃるる」で開
かれました。今回は町内会長・自治会長を対象として開催。前
半は事前に受け付けた質問への回答を含めた自由懇談を行い、
後半は担当課が今年度の主な事業について説明。約 1 時間半に
わたり、椿原紀昭町長と明日の「くりやま」について語り合い
ました。

※紙面の都合上、懇談内容の一部のみを掲載しています。
町ホームページで、懇談会の議事録や町からの情報提供
資料を閲覧することができます。

　トップページ→「行政・まちづくり」→「協働のまちづくり」
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破
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迷
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独
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あ
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ざ
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あ
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報
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南
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れ
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。
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。

A
栗
山
工
業
団
地
は
、
平
成
28

年
度
末
現
在
で
30
社
の
企
業

が
進
出
し
て
お
り
、
残
り
５

区
画
２
９
８
８
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８
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９
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Ｒ
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。

　

ま
た
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は
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の
流
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と
思
わ
れ

る
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て
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く
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独
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う
に
と
ら
え
て
い
る
の
か
。

A
本
町
と
し
て
は
、
近
隣
の
自

治
体
の
状
況
を
み
な
が
ら
、

今
は
従
来
通
り
の
形
で
実
施

し
て
い
る
。
ふ
る
さ
と
納
税

の
返
礼
品
の
調
達
は
あ
く
ま

で
も
地
元
の
農
産
物
や
、
地

元
で
生
産
さ
れ
る
も
の
を
広

く
全
国
に
Ｐ
Ｒ
し
た
い
と
い

う
意
図
か
ら
調
達
し
て
い

る
。
調
達
の
結
果
が
全
体
の

４
割
程
度
に
な
っ
た
と
い
う

こ
と
で
、
決
し
て
意
図
的
に

高
額
化
さ
せ
よ
う
と
し
た
も

の
で
は
な
い
。
現
状
で
は
従

来
通
り
と
い
う
こ
と
で
対
応

し
て
い
く
。

　町からの情報提供として、担当課
から 6 つの内容を説明しました。
①個人情報保護法の改正に伴う会員
　名簿の取り扱い
　　　　　　　（総務課・経営企画課）
②出前型政策・施策説明会「栗山町

のまちづくり」の活用（経営企画課）
③避難行動要支援者名簿に係る取り

組み　　　　　　　　　   （総務課）
④健康・介護予防・福祉講話
　　　　　　　　　　   （保健福祉課）
⑤健康講話・健康チェック
　　　　　　　　　　   （保健福祉課）
⑥コミュニティ・スクール
　　　　　　　　　　   （教育委員会）
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【栗山町の高齢化率推移】 町
民
の
３
人
に
１
人
が
高
齢
者

　

本
町
は
、
介
護
保
険
が
始

ま
っ
た
平
成
12
年
の
時
点
で
既

に
高
齢
化
率
（
65
歳
以
上
の
高

齢
者
人
口
が
総
人
口
に
占
め
る

割
合
）
が
21
％
を
超
え
る
「
超

高
齢
社
会
」
と
な
っ
て
お
り
、

平
成
29
年
５
月
現
在
で
は
37
・

８
％
と
、
３
人
に
１
人
が
高
齢

者
と
い
う
状
況
で
す
。

　

ま
た
、
本
町
の
介
護
保
険
料

も
平
成
12
年
で
は
約
３
０
０
０

円
だ
っ
た
も
の
が
、
現
在
で
は

４
９
０
０
円
を
超
え
る
ま
で
に

上
昇
。
国
で
は
、「
団
塊
の
世

代
（
昭
和
22
年
～
24
年
生
ま
れ

の
世
代
）」
が
75
歳
に
達
す
る

　

本
町
に
お
い
て
も
、
昭
和
60

年
で
は
働
く
世
代
5.0
人
に
対
し

て
高
齢
者
１
人
を
支
え
る
「
お

神
輿
型
社
会
」
で
し
た
が
、
平

成
27
年
で
は
1.4
人
に
１
人
の
割

超高齢社会を迎えている現在。高齢者を支える社会実現のためには、行政だけ
でなく、地域全体で高齢者を見守る体制をつくる必要があります。

【問い合わせ】
町保健福祉課高齢者・介護グループ　☎ 73-2255

見守りから始める地域づくり
生活支援体制整備事業合

と
な
る
「
肩
車
型
社
会
」
に

変
化
し
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
を
支
え
る
側
の
世
代

が
減
り
、
今
後
さ
ら
に
介
護
人

材
を
確
保
す
る
こ
と
が
難
し
く

な
る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

み
ん
な
で
支
え
る

　

高
齢
者
に
住
み
慣
れ
た
地
域

で
可
能
な
限
り
自
立
し
た
生
活

を
送
っ
て
も
ら
う
た
め
に
は
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
支
援
体
制

づ
く
り
が
重
要
で
す
。そ
し
て
、

「
支
え
あ
い
笑
顔
で
つ
な
が
る

ま
ち
」
に
す
る
た
め
に
は
、「
互

　助け合いの地域づくりをみんなで考える会
です。助け合い活動やボランティア活動に関
心のある方は、ぜひメンバーに申し込みして
ください。

【対　象】町民（学生を含む）
【内　容】

　5 ～ 6 人によるグループワークなどを通し
て、情報の共有や地域資源の掘り起こしなど
を協議

【会議など】２ヵ月に 1 回程度開催（無償）
【申込期限】

　7 月 31 日㈪まで（以降、随時募集）
【申込先】

　町保健福祉課
　高齢者・介護グループ
　☎ 73-2255

地域支えあい推進協議体
メンバー募集

平
成
37
年
に
、
全
国
平
均
が

８
２
０
０
円
に
な
る
と
試
算
し

て
い
ま
す
。

お
神
輿
型
→
肩
車
型
社
会
へ

　

高
齢
化
が
進
み
、
生
活
支
援

や
介
護
予
防
の
サ
ー
ビ
ス
需
要

は
増
え
て
き
て
い
ま
す
が
、
少

子
化
の
影
響
も
あ
り
、
働
く
世

代
と
な
る
生
産
年
齢
人
口
（
15

歳
～
64
歳
）
は
減
少
し
て
い

ま
す
。
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【栗山町の生産年齢人口と
後期高齢者人口の比較】

高齢者を支える
人が減って、こ
れから大丈夫？

　公平性などの観点から、世帯のどなたかが町民税を
課税されている方の上限額が引き上げられます。
　ただし、同じ世帯の全ての 65 歳以上の方（介護サー
ビスを利用していない方を含む）の利用者負担割合が
1 割の世帯（年金収入のみの場合は年額 280 万円未満）
は年間 446,400 円（37,200 円× 12 ヵ月）の負担上限
が設けられます。（3 年間の時限措置）

平成 29 年
8 月から

介護保険
高額介護サービス費の基準が変わります

【問い合わせ】
　町保健福祉課高齢者・介護グループ☎ 73-7507

対象となる方 平成 29 年 7 月までの
月額上限額（世帯）

平成 29 年 8 月からの
月額上限額（世帯）

現役並み所得に相当する方がいる世帯 44,400 円 44,400 円

一般（町民税課税世帯） 37,200 円 44,400 円

町民税非課税世帯 24,600 円 24,600 円

年金収入 80 万円以下の方など（個人） 15,000 円 15,000 円

【高額介護サービス費見直し一覧】

【高額介護サービス費とは】
　介護認定を受け、介護サービスを利用する場合にお
支払いいただく利用者負担には、月々の上限額が設定
されています。1 ヵ月に支払った利用者負担の合計が
負担上限を超えたときは、超えた分が払い戻される制
度のことです。

（対象となる方には申請案内を随時送付）

【昭和 60 年】

5.0 人で 1 人を支える
支える人（15 歳～ 64 歳の人）

支援が必要な人（65 歳以上の人）
【平成 27 年】

1.4 人で 1 人を支える

【平成 12 年】

2.5 人で 1 人を支える

助
（
地
域
住
民
に
よ
る
支
え
合

い
の
取
り
組
み
な
ど
）」
が
必

要
で
す
。

　

本
町
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
に

地
域
活
動
へ
参
加
し
て
い
た
だ

き
、
見
守
り
、
支
え
合
う
地
域

社
会
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
で
き
る
こ
と
か
ら

は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
。



7 広報くりやま　2017. 7 62017. 7　広報くりやま   

保険証（被保険者証）一斉更新の季節です65 歳以上の皆さんへのお知らせです

軽減基準額が変わります

後期高齢者医療制度

国民健康保険高齢受給者

介護保険料

国民健康保険税

◇ 保険証が新しくなります

◇ 減額認定証も新しくなります

◇ 高齢受給者証を更新します ◇ 減額認定証を申請により交付します

◇ 介護保険料は前年と同額です

◇ 通知書は 7 月中旬に発送します

◇ 低所得者世帯への軽減判定所得基準が見直しされます

　現在お使いの保険証の有効期限が 7 月 31 日で
満了となるため、8 月以降は使えなくなります。
　7 月中に新しい保険証を郵送しますので、届き
ましたらお持ちの保険証（水色）を破棄して、新
しい保険証（黄色）をお使いください。
※新しい保険証の有効期限は、平成 30 年 7 月 31

日です。
※保険証を紛失したときや、汚れたときは再交付

します。

　現在お使いの限度額適用・標準負担額減額認定
証の有効期限が 7 月 31 日で満了となるため、8
月以降は使えなくなります。
　今まで認定を受けたことがある方で、引き続き
減額認定証の交付対象となる方には、保険証とと
もに減額認定証を郵送します（申請手続き不要）。
8 月 1 日からはお持ちの減額認定証（黄緑色）を
破棄して、橙

だいだいいろ

色のものをお使いください。（有効
期限は保険証と同じく 1 年間）

新しい保険証の色は
黄色です

新しい減額認定証の色は
橙色です

　現在お使いの高齢受給者証の有効期限が 7 月
31 日で満了となるため、8 月から使える受給者
証を 7 月中に郵送します。
　8 月 1 日からは古い受給者証を破棄して、新し
い受給者証をお使いください。

　限度額適用・標準負担額減額認定証は、通院・
入院した際の医療費や食事代などの自己負担額を
軽減するために必要なものです。
　8 月から交付対象となる方には、高齢受給者証
とともに申請書をお送りしますので、町住民生活
課住民・国保グループに申請してください。

段階区分 割　合 対象基準 年間保険料

第 1 段階 基準額の
0.45 倍

生活保護を受給されている方、
老齢福祉年金受給者でその世帯
全員が住民税非課税世帯の方、
世帯全員が住民税非課税で合計
所得金額＋課税年金収入金額が
年額 80 万円以下の方

26,400 円

第 2 段階 基準額の
0.75 倍

世帯全員が住民税非課税で、合
計所得金額＋課税年金収入金額
が年額 120 万円以下の方

44,100 円

第 3 段階 基準額の
0.75 倍

世帯全員が住民税非課税で第 1・
第 2 段階に該当しない方 44,100 円

第 4 段階 基準額の
0.9 倍

住民税課税世帯で本人が非課税、
合計所得金額＋課税年金収入金
額が年額 80 万円以下の方

52,900 円

第 5 段階 基準額 住民税課税世帯で本人が非課税、
第 4 段階に該当しない方 58,800 円

第 6 段階 基準額の
1.2 倍

本人が住民税を課税されており、
合計所得が 120 万円未満の方 70,500 円

第 7 段階 基準額の
1.3 倍

本人が住民税を課税されており、
合計所得が 120 万円以上 190 万
円未満の方

76,400 円

第 8 段階 基準額の
1.5 倍

本人が住民税を課税されており、
合計所得が 190 万円以上 290 万
円未満の方

88,200 円

第 9 段階 基準額の
1.7 倍

本人が住民税を課税されており、
合計所得が 290 万円以上の方 99,900 円

　65 歳以上の方の介護保険料は、本年度
まで据え置きとなります。
　この保険料は、介護保険事業の健全かつ
円滑な運営を目指すとともに、介護保険制
度における給付サービスの確保を図るため
策定した第 6 期介護保険事業計画（平成
27 年度～ 29 年度）に基づいて決定したも
のです。
　詳しくは、右の表をご確認ください。

　保険料段階の介護保険料は、本人と世帯
員の前年の所得状況によって決定され、7
月中旬に発送する「介護保険料納付通知書」
でお知らせします。

【平成 29 年度　介護保険料】

【問い合わせ】
　町税務課課税グループ
　☎ 73-7505

【問い合わせ】
　町住民生活課住民・国保グループ
　☎ 73-7508

【問い合わせ】
　町住民生活課住民・
　国保グループ　☎ 73-7508

区分Ⅱ 世帯全員が住民税非課税世帯で区分Ⅰに該当しない方

区分Ⅰ

世帯全員が住民税非課税である方のうち、次のいずれ
かに該当する方
○世帯全員の所得が 0 円の方
※公的年金収入のみの場合は、その受給額が 80 万円以
　下の方です。
○老齢福祉年金を受給されている方

減額認定証の
交付対象は

「住民税非課税世帯」
※［Ⅰ］と［Ⅱ］に区分

【問い合わせ】
　町税務課課税グループ
　☎ 73-7505

【平成 28 年度】

【平成 29 年度】

軽減割合 改正点
7 割 改正なし
5 割 世帯の所得が 33 万円＋ 26 万 5 千円×（被保険者数＋※特定同一世帯所属者数）
2 割 世帯の所得が 33 万円＋ 48 万円×（被保険者数＋※特定同一世帯所属者数）

軽減割合 改正点
7 割 改正なし
5 割 世帯の所得が 33 万円＋ 27 万円×（被保険者数＋※特定同一世帯所属者数）
2 割 世帯の所得が 33 万円＋ 49 万円×（被保険者数＋※特定同一世帯所属者数）

※特定同一世帯所属者とは、国保から後期高齢者医療へ移行された方で、移行後も継続して同一世帯に属する方です。
○平成 29 年度分の納税通知書は、7 月中旬に送付予定

※新たに減額認定の対象
となる方（下記の交付
対象に該当する方）に
は 申 請 書 を お 送 り し
ますので、町住民生活
課住民・国保グループ
に申請してください。
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今年度の保険料などのお知らせです

利用にあたってのお知らせです

後期高齢者医療制度

ジェネリック医薬品

◇ 7 月に保険料額をお知らせします

【問い合わせ】
　町税務課課税グループ
　☎ 73-7505

均等割
【1 人当たりの額】

49,809 円

所得割
【被保険者本人の所得に応じた額】

（平成 28 年中の所得－ 33 万円）× 10.51％

1 年間の保険料
【限度額】57 万円

（100 円未満切り捨て）
+ ＝

【平成 29 年度保険料の計算方法】

保険料のお支払いは、
「年金からのお支払い」と「口座振替」

を選ぶことができます。
口座振替を希望される方は、町税務
課課税グループにお問い合わせくだ
さい。

○ 1 年間の保険料の上限額は 57 万円
○所得の少ない方は、世帯主や被保険者の所得に

応じて保険料を軽減
○年度の途中で加入したときは、加入した月から

の月割で計算
※保険料のお支払いが困難な場合は、町税務課課

税グル―プにご相談ください。
※災害、失業などにより所得の大幅な減少、その

他特別の事情で生活が著しく困窮し、保険料の
お支払いが困難な方は、保険料の減免を受けら
れる場合があります。

【問い合わせ】
　町住民生活課住民・国保グループ
　☎ 73-7508

　医療機関で処方される薬には、新薬（先発医薬
品）とジェネリック医薬品（後発医薬品）があり
ます。
　ジェネリック医薬品の処方を希望する方は、医
師や薬剤師にその旨を伝えるか、医療機関や薬局
の窓口に「希望カード」を提示することによりお
願いすることができます。

◇ 価格について◇ 効き目・安全性について
　ジェネリック医薬品は、新薬と同等の効果・効
能を持ち、厚生労働省の基準を満たしている安全
な薬です。

　ジェネリック医薬品を利用すると、薬代が安く
なります。薬によって異なりますが、新薬より 3
割以上、中には 5 割以上安くなるものもあります。

70 歳以上の皆さんへのお知らせです
高額療養費

◇ 自己負担限度額が見直しされます

◇ 入院時生活療養標準負担額（居住費）の金額が見直しされます

【問い合わせ】
　町住民生活課住民・国保グループ
　☎ 73-7508

区　分
1 ヵ月の自己負担限度額（※ 1）

平成 29 年 7 月まで 平成 29 年 8 月から

現役並み所得者

外来
（個人単位） 44,400 円 57,600 円

外来＋入院
（世帯単位）

（医療費総額－ 267,000 円）
× 0.01 ＋ 80,100 円（※ 2）

（医療費総額－ 267,000 円）
× 0.01 ＋ 80,100 円（※ 2）

一般

外来
（個人単位） 12,000 円 14,000 円（※ 3）

外来＋入院
（世帯単位） 44,400 円 57,600 円（※ 2）

住民税
非課税
世　帯

（町広報 6 ページ参照）

区分Ⅱ

外来
（個人単位） 8,000 円 8,000 円

外来＋入院
（世帯単位） 24,600 円 24,600 円

区分Ⅰ

外来
（個人単位） 8,000 円 8,000 円

外来＋入院
（世帯単位） 15,000 円 15,000 円

【平成 29 年 9 月まで】

【平成 29 年 10 月から】

区　分 入院時生活療養費
以下に該当しない方 １日につき 320 円
厚生労働大臣の定める者（指定難病患者を除く） 1 日につき 0 円

区　分 入院時生活療養費
以下に該当しない方 1 日につき 370 円
厚生労働大臣の定める者（指定難病患者を除く） 1 日につき 200 円

（※ 1）
月の途中で 75 歳の誕生日を迎えることにより加入する方（障害認定で加入する方は除く）は、加入
した月の自己負担限度額が 1/2 に調整されます。

（※ 2）
多数該当（過去 12 ヵ月に 3 回以上世帯単位における高額療養費の支給に該当し、4 回目以降の支給
に該当）の場合の自己負担限度額は 44,400 円です。

（※ 3）
8 月 1 日から翌 7 月 31 日までの 1 年間の外来の自己負担限度額合計の限度額は、144,000 円となり
ます。

【高額療養費自己負担限度額】
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第 42 回

くりやま夏まつり
【問い合わせ】くりやま夏まつり実行委員会（商工会議所内）　☎ 72-1278

※都合により内容・時間の変更があります。
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みんなで出掛けよう！

家
具
・
工
房
ま
つ
り

Ｊ
Ａ
そ
ら
ち
南
農
業
祭

子
ど
も
縁
日
や
抽
選
会
な

ど
盛
り
だ
く
さ
ん

夏
休
み
の
自
由
研
究
に
も

最
適

【駅前通り商店街】
10:00 ～ 13:00　ゲートボール大会
11:00 ～ 14:00　3on3 バスケットボール大会
11:00 ～ 20:00　ザ・カレー市場
11:00 ～ 18:00　アトラクションスペース
12:00 ～ 20:00　ビアガーデン
12:00 ～ 20:00　ジンギスカン広場
12:00 ～ 20:30　自由広場＆ゲームでがっぽり
12:30 ～ 13:00　栗山いちい保育園お遊戯発表
13:00 ～ 13:30　ルミナリアミニライブ
13:30 ～ 14:00　おえかきっこ「みゆ」似顔絵ショー
13:30 ～ 15:30　パトカー・消防車両無料乗車体験
14:00 ～ 14:30　交通安全キャンペーン
14:00 ～ 18:00　ダイヤモンドアートコーナー
14:30 ～ 15:00　火災予防キャンペーン
15:00 ～ 15:30　子どもみこし
15:00 ～ 16:30　カラオケ発表会
15:30 ～ 18:00　似顔絵ペンダントコーナー
16:30 ～ 17:00　郷土芸能 ｢銭だいこ｣〔大人＆子ども〕
17:00 ～ 18:00　北の錦試飲会
17:30 ～ 18:30　郷土芸能パレード（かさおどり、郷土
                               おどり、介護学生おどり）
18:30 ～ 20:00　YOSAKOI ソーラン
20:00 ～ 20:30　打上げ花火
　　　　　　　 ※駅前通り商店街でご覧ください。

【商店街イベント広場】
10:00 ～ 21:00　栗山新ブランド誕生！
　　　　　　　 カレー、ジンギスカンコーナー
10:00 ～ 21:00　一町多品コーナー
14:00 ～ 14:15　栗山小学校スクールバンド
15:00 ～ 15:30　Twenty pumps・eight ダンスショー
16:00 ～ 17:00　新鮮野菜オークション
18:00 ～　　　  北海道日本ハムファイターズ PV

【駅前通り商店街】
10:00 ～ 20:00　自由広場＆ゲームでがっぽり
11:00 ～ 13:00　全道和太鼓フェスティバル
　　　　　　　 ※雨天の場合、「Eki」多目的ホー
　　　　　　　 　ルで実施します。
11:00 ～ 20:00　ザ・カレー市場
11:00 ～ 20:00　アトラクションスペース
11:30 ～ 18:00　ビアガーデン
12:00 ～ 20:00　ジンギスカン広場
13:00 ～ 14:30　栗山消防団はしご乗り
13:30 ～ 14:00　彩川さくらミニコンサート
14:00 ～ 15:00　サマーコンサート
14:30 ～ 15:30　カラオケ発表会
15:00 ～ 18:00　ロックコンテスト
15:00 ～ 16:30　くりやま OH!! 夢乱咲演舞
17:00 ～ 18:00　北の錦試飲会

【商店街イベント広場】
10:00 ～ 21:00　栗山新ブランド誕生！
　　　　　　　 カレー、ジンギスカンコーナー
10:00 ～ 21:00　一町多品コーナー
12:30 ～ 13:00　栗山消防団はしご乗り
13:00 ～ 13:30　TRIPLANE ミニコンサート
14:00 ～　　　  北海道日本ハムファイターズ PV
　　　　　　　「ファイターズガール来町」

子 ど も た ち が 楽 し め る
ブースも多数出展

ステージイベントも一見
の価値あり



議会の動き
▼
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６
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。
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９
８
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金
額

１
億
２
５
１
７
万
２
千
円

業
者　

松
原
産
業
株
式
会
社

▼
曙
団
地
４
号
棟
新
築
主
体
工

事
の
請
負
契
約
に
つ
い
て

契
約
金
額

１
億
２
４
６
３
万
２
千
円

業
者　

朝
日
産
業
株
式
会
社

▼
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に

つ
い
て

現
職
の
農
業
委
員
会
委
員

の
任
期
満
了
に
伴
い
、
新
制

度
に
よ
り
期
日
ま
で
に
個

人
及
び
団
体
よ
り
推
薦
が

あ
っ
た
18
人
を
任
命
す
る

も
の
で
す
。

▼
平
成
28
年
度
栗
山
町
一
般
会

計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算

書
に
つ
い
て

戸
籍
住
民
基
本
台
帳
費
の

通
知
カ
ー
ド
・
個
人
番
号

カ
ー
ド
関
連
事
務
交
付
金

事
業
ほ
か
７
事
業
に
つ
い

て
、
年
度
内
の
執
行
が
で
き

な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
平
成

29
年
度
に
繰
り
越
す
も
の

で
す
。

iDeCo（イデコ）について

文・星　洋子 さん
くりやまライフサポーター
応援ファイナンシャル・プランナー（FP）

税
制
優
遇
と
注
意
点

　
「
イ
デ
コ
」
は
、
個
人
型
確

定
拠
出
年
金
の
愛
称
で
す
。
今

年
度
か
ら
基
本
的
に
60
歳
未
満

の
全
て
の
方
が
加
入
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
ま
で
は
、
専
業
主
婦

（
夫
）
や
公
務
員
な
ど
は
利
用

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

確
定
拠
出
年
金
と
は
、
公
的

年
金
（
老
齢
基
礎
年
金
や
老
齢

厚
生
年
金
）
に
上
乗
せ
し
て
給

付
を
受
け
る
老
後
の
私
的
年
金

で
、
企
業
型
と
個
人
型
の
２
つ

が
あ
り
ま
す
。

　

イ
デ
コ
は
、
税
制
上
の
メ

リ
ッ
ト
が
３
つ
あ
り
ま
す
。

①
掛
金
は
全
額
所
得
控
除
。
所

得
税
や
住
民
税
の
節
税
効

果
が
あ
る
（
所
得
が
な
い
人

は
所
得
控
除
は
な
し
）

②
運
用
益
は
非
課
税
。
通
常
、

金
融
商
品
の
運
用
益
（
預
金

利
息
や
投
資
信
託
の
配
当
・

売
買
益
な
ど
）
に
は
税
金
が

か
か
る

③
老
後
の
受
取
時
も
所
得
控
除

が
あ
る

　

一
方
で
、
イ
デ
コ
加
入
で
は

注
意
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

①
加
入
者
は
掛
金
で
金
融
商
品

（
定
期
預
金
や
投
資
信
託
な

ど
）
を
購
入
。
運
用
は
加
入

者
自
身
で
行
う
た
め
資
産

運
用
の
基
礎
的
な
知
識
が

必
要

②
老
後
の
備
え
な
の
で
、
積
み

立
て
た
資
産
は
原
則
60
歳

ま
で
引
き
出
せ
な
い

③
手
数
料
（
加
入
時
と
毎
月
）

が
か
か
る
。
手
数
料
は
加
入

す
る
金
融
機
関
（
運
営
管
理

機
関
）
ご
と
に
異
な
る

　

掛
金
の
額
は
最
低
５
千
円
か

ら
で
す
。
年
に
一
度
変
更
で
き

ま
す
か
ら
、
家
計
に
合
わ
せ
て

無
理
を
せ
ず
、
続
け
る
こ
と
が

老
後
の
備
え
に
繋
が
り
ま
す
。

ほ
し　
よ
う
こ

１
級
Ｆ
Ｐ
技
能
士
、
２
級
Ｄ
Ｃ
プ
ラ
ン

ナ
ー
。
一
般
企
業
で
10
年
以
上
経
理
・
総

務
業
務
に
従
事
し
な
が
ら
、
自
身
の
家
計

の
見
直
し
の
た
め
に
Ｆ
Ｐ
の
資
格
を
取
得
。

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
提
案
す
る
独
立
型
Ｆ
Ｐ

と
し
て
セ
ミ
ナ
ー
講
師
、
相
談
業
務
な
ど

を
中
心
に
活
躍
中
。

ＦＰ出前講座
ファイナンシャル・プランナーによる

対象者

町内在住の 40 歳以下または、中学生以下のお子さ
んがいる保護者の方５人以上で構成する団体やグ
ループなど（先着順、残り 2 件）

講座内容

教育資金計画、家計の赤字解消、住宅ローン、子ど
もの小遣いについてなど

実施期間

平成 30 年 2 月 28 日㈬まで
（実施日は申込者と講師の日程を調整し決定）

派遣場所

町内の公共施設・集会場など申込者が指定する場所

講　師

ＦＰオフィス・スターサポート代表　星　洋子さん
バナナンキッズ代表　横井規子さん（お小遣い講座担当）

費用
は

無料

※希望日の 2 週前までに下記に連絡してください。

　なかなか人には聞けないお金の話について、ゆっ
くり考えてみませんか？
　お小遣い講座は、お子さんと一緒にゲームで楽し
みながら学べます。

【申込先・問い合わせ】
　町若者定住推進室　☎ 73-7521
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▼
林
業
・
木
材
産
業
の
成
長
産

業
化
に
向
け
た
施
策
の
充

実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書

本
件
は
可
決
さ
れ
、
関
係
省

庁
に
提
出
さ
れ
ま
す
。

報　
告

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

瑞
宝
単
光
章
受
章

　

昭
和
44
年
に
臨
時
消
防
士

と
な
り
、
以
来
38
年
の
長
き

に
わ
た
り
職
務
を
遂
行
し
、

消
防
職
団
員
の
技
術
向
上
や

近
代
的
消
防
機
械
器
具
の
整

備
に
努
め
ら
れ
る
な
ど
、
消

防
行
政
の
発
展
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

　

田
森
さ
ん
は
「
多
く
の
方

に
助
け
ら
れ
、
こ
の
よ
う
な

章
を
受
賞
で
き
て
光
栄
で

す
。
住
民
の
力
に
な
れ
る
よ

う
に
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

田森 孝一さん（69 歳）

元南空知消防組合
消防署長

お金の
おはなし

コラム

　平成 29 年第３回栗山町議会定例
会で、次の議案が審議されました。
　　　　　　　　（６月 20 日招集）

意
見
書



名簿登録の対象者
　自宅で生活している方で、施設や病院
などに長期入所・入院していない、次の
いずれかに該当する方
①要介護認定 1 ～ 5 を受けている方
②身体障害者手帳 1 種 1・2 級の交付を

受けている方
③療育手帳の交付を受けている方
④精神障害者保健福祉手帳 1・2 級の交

付を受けている方
⑤その他支援を必要とする方（一人暮ら

しの高齢者などで希望する方）

全　般
○物品などの購入
○機械器具の借り上げ
○町広告掲載

医　療 ○特定不妊治療費助成

福　祉
○高齢者生活支援（除雪サービス）
○家族介護者特別支援
○無年金者生活支援給付金支給
○障がい者除雪サービス

産　業

○農業振興資金利子助成
○農村景観緑肥推進
○農業 6 次産業化支援
○中小企業振興資金融資および利子、保証

料補給
○中小企業原料等高騰関連融資利子および

保証料補給

住環境 ○人にやさしい住宅助成金
○若者移住促進事業助成金

環　境 ○住宅用太陽光発電システム設置費補助

教　育 ○芸術文化振興奨励金

【行政サービス制限内容】

町税納期限 納税は便利な口座振替
をご利用ください。

【納税に関する相談】
　町税務課収納グループ　☎ 7 3 - 7 5 0 6　町税務課課税グループ　☎ 7 3 - 7 5 0 5

【課税内容に関する問い合わせ】

納付書は
7 月 10 日ごろ発送

固 定 資 産 税　　　②期

後期高齢者医療保険料　①期

介 護 保 険 料　　　①期

国 民 健 康 保 険 税　　　①期 }7 月 31 日（月）
コンビニ納付が
できます！

行
政
サ
ー
ビ
ス
制
限
を
実
施　

　

本
町
で
は
、
納
税
意
識
の
向
上
と
滞

納
の
防
止
を
図
る
と
と
も
に
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
係
る
受
益
と
負
担

に
関
す
る
不
公
平
感
を
解
消
す
る
た

め
、
町
税
等
を
滞
納
し
た
場
合
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
一
部
制
限
を
行
っ
て
い
ま

す
。

制
限
さ
れ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
と
は
…

　

申
請
時
に
納
期
限
を
過
ぎ
た
未
納

税
（
料
等
）
が
あ
る
場
合
に
は
、
左
表

の
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
制
限
対
象
と
な
り

ま
す
。

※
左
表
に
記
載
し
た
内
容
の
ほ
か
、
滞

納
に
よ
り
制
限
と
な
る
行
政
サ
ー

ビ
ス
も
あ
り
ま
す
。

町税等とは…
　町税、国民健康保険税、
介護保険料、後期高齢者医
療保険料、保育料、公営住
宅家賃、町営住宅使用料、
水道料金、下水道使用料、
下水道事業受益者負担金、
継立地区特定環境保全公共
下水道事業受益者負担金、
個別排水処理施設受益者分
担金および使用料、給食費

町税等の滞納により
行政サービスが制限されます

住んでいて安心できる
まちづくりのために
避難行動要支援者名簿

　

本
町
で
は
、
地
震
や
豪
雨
な
ど
の
災

害
が
発
生
し
た
際
、
避
難
す
る
た
め
特

に
支
援
を
必
要
と
す
る
方
の
情
報
を
共

有
す
る
た
め
、
避
難
行
動
要
支
援
者
名

簿
の
作
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
名
簿
は
、
南
空
知
消
防
組
合
消

防
署
、
栗
山
警
察
署
、
町
民
生
委
員
・

児
童
委
員
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
、
町

内
会
・
自
治
会
へ
提
供
し
、
日
ご
ろ
か

ら
の
関
係
づ
く
り
や
防
災
活
動
に
活
用

さ
れ
ま
す
。

　

左
記
の
「
名
簿
登
録
の
対
象
者
」
に

該
当
し
、
登
録
を
希
望
さ
れ
る
方
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
名
簿
は
年
に
２
回
更
新
（
次

回
は
、
11
月
を
予
定
）
し
、
各
関
係
機

関
な
ど
に
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

【問い合わせ】
　町総務課広報・防災・情報グループ　☎ 73-7501
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地球規模の現象がもたらす
北海道の天候への影響

「エルニーニョ現象」と
「ラニーニャ現象」

　日本の夏の気温は、南米ペルー沖・太平洋の赤
道沿いの海面水温の変化に影響を受けやすくなり
ます。ペルー沖の水温が平年より高い状態が 1 年
程度続く場合は「エルニーニョ現象」、逆に低い場
合は「ラニーニャ現象」と呼ばれ、気象庁でも 3 ヵ
月予報などを行う際の参考にしています。
　エルニーニョ現象が起きると、東から吹く風が
弱くなり、積乱雲の発生しやすい海域がいつもよ
り東に移ります。ラニーニャ現象の場合は反対に
東から吹く風が強くなり、フィリピン付近でいつ
もの年よりも盛んに積乱雲が発生します。
　この変化に合わせ、太平洋高気圧の位置や日本
付近へ張り出す強さも変わります。そのため、夏
にエルニーニョ現象が発生すると、冷夏となりや
すく、ラニーニャ現象が起きると、暑夏となりや
すい傾向があります。
　平成 26 年夏に発生したエルニーニョ現象が平
成 28 年春に終息してからは、エルニーニョ現象
もラニーニャ現象も発生していませんが、今後、
秋のはじめまでにエルニーニョ現象が発生する可
能性があります。これからの天候は、毎週木曜日
に発表する最新の 1 ヵ月予報をご覧ください。

【問い合わせ】
　札幌管区気象台天気相談所　☎　011-611-0170



安
全
で
安
心
な
ま
ち
を
目
指
し
て

生
活
・
安
全

【問い合わせ】　
　町住民生活課
　生活安全グループ
　☎ 73-7510

節
電
へ
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

【申込先・問い合わせ】　
　町環境政策課
　環境政策グループ
　☎ 73-7511
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陸・海・空　自衛官募集
一般曹候補生

【受付】7 月 1 日～ 9 月 8 日
【年齢】18 歳以上 27 歳未満

 自衛隊の “ スペシャリスト ” を目指そう！
自衛官候補生

【受付】
男性／通年
女性／ 7 月 1 日～ 9 月 12 日

【年齢】18 歳以上 27 歳未満

自衛隊の “ 経験 ” を社会で生かそう！

【問い合わせ】
　自衛隊札幌地方協力本部恵庭地域事務所　☎ 0123-34-5438

航空学生（航空自衛隊）
【受付】7 月 1 日～ 9 月 8 日
【年齢】18 歳以上 21 歳未満

　 　 　 高卒、高専 3 年次修了（見込含）

自衛隊の “ パイロット ” を目指そう！

航空学生（海上自衛隊）
【受付】7 月 1 日～ 9 月 8 日
【年齢】18 歳以上 23 歳未満

　 　 　 高卒、高専 3 年次・大学 4 年
　 　 　 次修了（見込含）

　

北
海
道
電
力
に
よ
る
と
、
今
夏
の
北

海
道
供
給
区
域
に
お
け
る
電
力
需
給

は
、
電
力
の
安
定
供
給
に
最
低
限
必
要

な
供
給
予
備
率
で
あ
る
３
％
以
上
を
確

保
で
き
る
見
通
し
で
す
。

　

し
か
し
、今
夏
の
需
給
見
通
し
に
は
、

こ
れ
ま
で
同
様
、
皆
さ
ん
が
継
続
し
て

い
る
定
着
し
た
節
電
効
果
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
無
理
の
な
い
範
囲
で
の

節
電
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
節
電
協
力
し
て
ほ
し
い
電
気
製
品
】

　

夏
の
各
家
庭
で
の
消
費
電
力
の
う

ち
、
照
明
、
冷
蔵
庫
、
テ
レ
ビ
で
約
７

割
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

照
明
、
冷
蔵
庫
、
テ
レ
ビ
な
ど
を
中

心
に
、
普
段
か
ら
お
使
い
の
電
気
製
品

に
つ
い
て
節
電
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

ま
た
、外
出
の
際
に
は
待
機
電
力（
プ

ラ
グ
を
コ
ン
セ
ン
ト
に
つ
な
い
で
お
く

だ
け
で
消
費
す
る
電
力
）
な
ど
の
削
減

も
お
願
い
し
ま
す
。

【
主
な
電
気
製
品
の
節
電
ポ
イ
ン
ト
】

◆
照
明

○
不
要
な
照
明
を
で
き
る
だ
け
消
し
ま

し
ょ
う
。

◆
冷
蔵
庫

○
冷
蔵
庫
の
設
定
温
度
を
控
え
め
に
し

ま
し
ょ
う
。（
食
品
の
痛
み
に
注
意
）

　
「
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
」

を
設
置
す
る
方
に
、
設
置
費
の
一
部
を

補
助
し
て
い
ま
す
。

◆
対
象
者

新
築
ま
た
は
既
存
の
住
宅
に
「
住
宅

用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
」
を
設
置

す
る
方
、
も
し
く
は
同
シ
ス
テ
ム
が

敷
設
さ
れ
た
建
売
住
宅
（
新
築
に
限

る
）
を
購
入
す
る
方
で
、
本
人
お
よ

び
同
居
す
る
家
族
が
町
税
な
ど
を

滞
納
し
て
い
な
い
方

◆
補
助
対
象
経
費

太
陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル
設
置
費
な

ど
、
そ
の
他
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置

に
必
要
な
工
事
に
係
る
経
費

◆
補
助
金
額

太
陽
電
池
最
大
出
力
の
値
（
Kw
表

示
）
に
４
８
０
０
０
円
を
乗
じ
た
額

で
上
限
21
万
円

◆
申
請
方
法

補
助
金
交
付
申
請
書
等
を
右
記
申

込
先
に
提
出

※
詳
し
く
は
、
申
込
先
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
補
助
金
交
付
決
定
後
に
工
事
着
工
と

な
る
た
め
、
事
前
の
申
請
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

節
電
の
お
願
い

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

設
置
助
成
の
お
知
ら
せ

○
扉
を
開
け
る
時
間
を
で
き
る
だ
け
減

ら
し
、
食
品
を
詰
め
込
み
過
ぎ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
壁
と
の
間
に
適
切
な
間
隔
を
開
け
て

設
置
し
ま
し
ょ
う
。

◆
テ
レ
ビ

○
画
面
の
輝
度
（
明
る
さ
）
を
下
げ
ま

し
ょ
う
。

○
必
要
な
と
き
以
外
は
主
電
源
を
消
し

ま
し
ょ
う
。

節約アクション
1 台の

年間節約
金額

照明器具

白熱電球（54w）を LED 電
球（9w）に交換 約 2,680 円

白熱電球（54w）1 灯の点
灯時間を 1 日 1 時間短縮 約 590 円

蛍光ランプ（12w）1 灯の
点灯時間を 1 日 1 時間短縮 約 130 円

冷蔵庫

ものを一杯に詰め込んだ状
態から半分に減らす 約 1,310 円

ム ダ な 開 閉 を や め る（50
回 / 日→ 25 回 / 日） 約 310 円

設定温度を「強」から「中」
に下げる 約 1,840 円

液晶テレビ

1 日 1 時間見る時間を短く
する（32V 型） 約 500 円

画面の輝度を最適（最大→
中間）にする（32V 型） 約 810 円

【家計における家電の節約アクション】
飲
酒
運
転
根
絶
を
！

始
ま
り
ま
す
！

夏
の
交
通
安
全
運
動

実
施
し
ま
す
！

夏
の
暴
力
追
放
運
動

　

本
格
的
な
観
光
・
行
楽
シ
ー
ズ
ン
を

迎
え
、
自
動
車
な
ど
を
利
用
す
る
こ
と

が
多
く
な
り
、
毎
年
、
交
通
事
故
が
増

え
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

交
通
安
全
意
識
の
高
揚
と
正
し
い
交

通
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
実
践
し
、
夏
休

み
を
控
え
た
「
子
ど
も
の
交
通
事
故｣

防
止
と
増
加
傾
向
に
あ
る
「
高
齢
者
の

交
通
事
故
」
防
止
、
夏
場
に
多
い
「
二

輪
車
・
自
転
車
の
交
通
事
故
」
抑
止
を

図
り
ま
し
ょ
う
。

◆
期
間

　

７
月
11
日
㈫
～
20
日
㈭

◆
年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン

　

ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
交
通
事
故

　
～
め
ざ
せ
安
全
で
安
心
な
北
海
道
～

◆
運
動
の
重
点

○
飲
酒
運
転
や
居
眠
り
な
ど
の
観
光
・

レ
ジ
ャ
ー
型
の
交
通
事
故
防
止

○
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

○
自
転
車
・
二
輪
車
の
交
通
事
故
防
止

○
全
て
の
座
席
で
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
お

よ
び
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し

い
着
用

　

道
内
の
暴
力
団
は
、
暴
力
団
排
除
気

運
の
高
ま
り
に
よ
り
社
会
か
ら
の
孤
立

化
が
進
ん
で
い
る
一
方
、組
織
の
維
持
・

拡
大
の
た
め
組
織
の
系
列
化
と
不
透
明

化
を
図
り
な
が
ら
、
巧
み
に
資
金
獲
得

活
動
を
潜
在
化
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

北
海
道
で
は
、
学
校
の
夏
休
み
期
間

に
合
わ
せ
て
「
夏
の
暴
力
追
放
運
動
」

を
行
い
ま
す
。
青
少
年
を
犯
罪
や
非
行

か
ら
守
り
、
暴
力
団
の
資
金
源
を
絶
つ

た
め
、
関
係
機
関
が
実
施
す
る
取
り
締

ま
り
や
各
種
活
動
と
連
動
し
た
暴
力
追

放
の
道
民
運
動
を
道
内
全
域
で
強
力
に

推
進
し
、「
３
な
い
運
動
＋
１
」
を
展

開
し
ま
す
。

◆
期
間

　

７
月
21
日
㈮
～
８
月
20
日
㈰

◆
重
点
目
標

○
暴
力
団
の
違
法
な
資
金
獲
得
活
動
の

実
態
周
知
と
被
害
防
止

○
少
年
に
対
す
る
暴
力
団
の
影
響
排
除

と
環
境
の
浄
化

◆
３
な
い
運
動
＋
１　

①
暴
力
団
を
「
利
用
し
な
い
」

②
暴
力
団
を
「
恐
れ
な
い
」

③
暴
力
団
に
「
金
を
出
さ
な
い
」

＋
１
暴
力
団
と
「
交
際
を
し
な
い
」

７
月
13
日
は
「
飲
酒
運
転
根
絶
の
日
」

　

平
成
27
年
12
月
１
日
に
「
北
海
道
飲

酒
運
転
の
根
絶
に
関
す
る
条
例
」
が
制

定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
条
例
は
、
道
民
一
人
ひ
と
り
が

「
飲
酒
運
転
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、

許
さ
な
い
」と
い
う
規
範
意
識
を
持
ち
、

社
会
全
体
で
飲
酒
運
転
を
根
絶
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
、
道
民
や
事
業
者
に
対

し
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
責
務
を
果
た
す

こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
、
一
日
も

早
く
飲
酒
運
転
の
な
い
安
全
で
安
心
な

社
会
を
作
り
ま
し
ょ
う
。
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栗
山
監
督
を
応
援
し
よ
う
！

栗
の
樹
フ
ァ
ー
ム
の
整
備

5
27

　

北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

の
栗
山
英
樹
監
督
が
、
今
年
も
栗
山

町
で
心
を
癒
や
し
て
も
ら
え
る
よ
う

に
、「
栗
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
事
業
」

の
第
１
弾
と
し
て
、
湯
地
に
あ
る
栗

の
樹
フ
ァ
ー
ム
の
整
備
が
行
わ
れ
ま

し
た
。「
栗
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
事

業
」
は
今
回
が
11
回
目
で
、
北
海
道

日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
を
応
援
す

る
栗
山
の
会
な
ど
約
30
人
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
参
加
。
当
日
は
あ
い
に
く

の
天
気
と
な
り
ま
し
た
が
、
参
加
者

は
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
付
近
の
土
の
移
動

や
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
草
と
り
、
花
壇
整

備
な
ど
約
２
時
間
か
け
て
汗
を
流
し

ま
し
た
。

　

継
立
住
民
の
憩
い
の
場
で
あ
る

「
つ
ぎ
た
て
ふ
れ
あ
い
広
場
」
に
隣

接
す
る
「
果
樹
の
森
」
で
植
樹
・
整

備
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
フ
ル
ー

ツ
パ
ー
ク
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
継

立
商
工
振
興
会
が
主
催
し
て
今
年
で

11
回
目
。
当
日
は
、
同
振
興
会
会
員

の
ほ
か
栗
山
商
工
会
議
所
青
年
部
の

部
員
な
ど
約
20
人
が
参
加
し
、
あ
ん

ず
の
木
の
植
樹
や
果
樹
へ
の
防
除
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。
伊
藤
三
也
会
長

は
「
こ
れ
か
ら
も
、
地
域
の
皆
さ
ん

に
集
ま
っ
て
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
場

に
な
る
よ
う
に
管
理
を
し
て
い
き
た

い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

楽
し
ん
で
も
ら
え
る
場
に

継
立
地
区
で
果
樹
の
植
樹・整
備

5
28

花
と
緑
に
囲
ま
れ
た
町
並
み
目
指
し
て

花
い
っ
ぱ
い
運
動

5
 28

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
や
栗
山
青
年

会
議
所
な
ど
が
提
唱
す
る
恒
例
の
花

い
っ
ぱ
い
運
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

花
と
緑
に
囲
ま
れ
た
、
美
し
い
素
敵

な
町
並
み
を
目
指
す
こ
と
を
目
的
に

毎
年
実
施
し
、
今
年
で
41
回
目
。
当

日
は
、
早
朝
か
ら
町
内
各
地
で
マ

リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
、
ペ
チ
ュ
ニ
ア
、
ブ

ル
ー
サ
ル
ビ
ア
な
ど
約
２
１
０
０
０

本
の
花
苗
が
公
園
や
街
路
の
花
壇
、

中
央
分
離
帯
な
ど
に
丁
寧
に
植
え
ら

れ
、
美
し
い
景
観
が
出
来
上
が
り
ま

し
た
。

椿
原
町
長
が
特
別
講
義

介
護
福
祉
学
校

6
 6

　

町
立
北
海
道
介
護
福
祉
学
校
で
椿

原
紀
昭
町
長
を
臨
時
講
師
と
し
た
特

別
講
義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
椿
原
町

長
は
「
福
祉
の
ま
ち
栗
山
」
と
題
し

て
、
情
報
共
有
・
町
民
参
加
の
ま
ち

づ
く
り
や
福
祉
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
内
容
を

交
え
て
講
義
。
受
講
し
た
１
年
生
38

人
は
、
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
90
分
の

講
義
を
熱
心
に
聴
き
入
っ
て
い
ま
し

た
。
椿
原
町
長
は
「
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
担
い
手
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地

域
全
体
の
担
い
手
と
し
て
活
躍
し
て

ほ
し
い
」
と
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

第
26
回
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ

ン
祭
り
に
出
場
す
る｢

く
り
や
ま
Ｏ

Ｈ
!!
夢
乱
咲
」
の
出
陣
式
が
町
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
19
回
目
の
参
加
と
な
る
今
年
の

テ
ー
マ
は
「
粋い

き

跳と
う
ご
う

羽
轟
」。
堀
文
彦

代
表
は ｢

今
年
も
札
幌
の
地
で
栗
山

町
を
Ｐ
Ｒ
で
き
る
よ
う
に
頑
張
っ
て

き
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
南
條
宏

教
育
長
は
「
町
の
代
表
と
し
て
、
精

一
杯
の
び
の
び
と
優
雅
に
踊
っ
て
き

て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

こ
の
後
、
大
勢
の
観
衆
の
前
で
新
曲

「
粋
跳
羽
轟
」
を
披
露
。
艶
美
火
舞

羅
の
太
鼓
と
華
麗
な
踊
り
の
共
演
に

大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

全
校
生
徒
が
町
内
を
清
掃

栗
山
高
校

6
14

　

奉
仕
活
動
を
通
し
て
地
域
貢
献
を

体
感
し
よ
う
と
、
栗
山
高
校
が
町
内

の
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
今
年

も
全
校
生
徒
１
８
８
人
が
参
加
。
学

年
ご
と
に
担
当
ル
ー
ト
を
決
め
、
火

ば
さ
み
を
手
に
高
校
を
出
発
し
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
や
空
き
缶
な
ど
を

拾
い
集
め
な
が
ら
、
役
場
庁
舎
ま
で

の
道
の
り
を
約
１
時
間
か
け
て
清
掃

し
ま
し
た
。
生
徒
会
長
の
渡
邊
堅け

ん
し
ん心

さ
ん
は
「
場
所
に
よ
っ
て
落
ち
て
い

る
ご
み
が
違
っ
て
い
た
の
で
驚
き
ま

し
た
。
一
人
ひ
と
り
が
ご
み
を
見
つ

け
た
ら
拾
う
意
識
を
持
つ
こ
と
が
大

事
だ
と
思
い
ま
し
た
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

喫
煙
者
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を

ス
モ
ー
キ
ン
ク
リ
ー
ン

6
14

　

栗
山
た
ば
こ
婦
人
部
が
、
喫
煙
者

の
マ
ナ
ー
向
上
を
目
的
と
し
た
ス

モ
ー
キ
ン
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
行
い
ま
し
た
。
同
部
員
と
関
係
者

ら
11
人
は
お
揃
い
の
緑
色
の
エ
プ
ロ

ン
と
帽
子
を
身
に
着
け
、
約
１
時
間

か
け
て
駅
前
通
り
商
店
街
か
ら
役
場

ま
で
の
歩
道
を
清
掃
。
た
ば
こ
の
吸

殻
や
ご
み
な
ど
を
火
ば
さ
み
で
拾
い

集
め
ま
し
た
。
藤
田
敦
子
部
長
は

「
駐
車
場
に
多
く
の
ご
み
が
あ
り
ま

し
た
」
と
話
し
、
佐
々
木
学
副
町
長

は
「
喫
煙
者
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を

図
る
た
め
、
ぜ
ひ
来
年
以
降
も
継
続

し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
感
謝
し
て

い
ま
し
た
。

い
ざ
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
へ

く
り
や
ま
Ｏ
Ｈ
!!
夢
乱
咲
出
陣
式

6
 8

昔
の
写
真
を
展
示

開
拓
記
念
館
で
特
別
展

6
 9

　

町
開
拓
記
念
館
で
特
別
展
「
古
写

真
で
見
る
昔
の
栗
山
展
」
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。
昔
の
写
真
を
見
て
当
時

の
様
子
な
ど
を
振
り
返
っ
て
も
ら
お

う
と
、
当
館
が
所
蔵
す
る
昔
の
役
場

や
町
内
の
写
真
な
ど
36
点
を
展
示
。

同
館
の
出
南
紘
研
究
員
は
「
当
時
の

貴
重
な
写
真
を
た
く
さ
ん
の
人
に
見

て
ほ
し
い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

◆
期
　
間

　

７
月
23
日
㈰
ま
で

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

◆
場
所
・
問
い
合
わ
せ

　

町
開
拓
記
念
館　

　

☎
�
6
0
3
5

栗山町 検索



グランプリ 「収穫の頃」柳渡　利雄（岩見沢市）
（作品の紹介）
　朝日で薄いオレンジ色に輝く霧が周囲をうっすらと覆う中。
　畑で農業機械が収穫作業をする秋の農村風景。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（撮影地：湯地）

―　入賞作品紹介　－

21 広報くりやま　2017. 7 202017. 7　広報くりやま   

受賞者の皆さん。おめでとうございます。

第 3 回

　

ふ
る
さ
と
景
観
の
新
た
な
発
見

　
　

ふ
る
さ
と
景
観
の
新
た
な
良

さ
を
見
つ
け
よ
う
と
昨
年
５
月

以
降
に
町
内
で
撮
影
さ
れ
た
作

品
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
小
学

１
年
生
か
ら
80
代
ま
で
の
75
人

か
ら
計
１
４
５
点
の
作
品
が
集

ま
り
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら

入
賞
作
品
を
決
定
し
、
６
月

11
日
に
カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ

「
E
k
i
」
で
表
彰
式
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
　

表
彰
式
で
佐
々
木
学
副
町
長

は
「
ど
れ
も
素
晴
ら
し
い
作
品

ば
か
り
。
美
し
い
景
観
を
後
世

に
引
き
継
い
で
い
き
た
い
」
と

講
評
。
初
出
品
で
グ
ラ
ン
プ
リ

に
輝
い
た
柳
渡
利
雄
さ
ん
（
岩

見
沢
市
）
は
「
色
合
い
や
構
図

な
ど
大
好
き
な
農
村
風
景
を
イ

メ
ー
ジ
通
り
に
撮
る
こ
と
が
で

き
て
良
か
っ
た
で
す
」
と
喜
び

を
語
り
ま
し
た
。

※
紙
面
の
都
合
上
、
入
賞
作
品
の

一
部
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
そ

の
他
の
入
賞
作
品
は
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
→
「
観
光
・
魅

力
」
→
「
イ
ベ
ン
ト
」

くりやま景観

フォトコン

準
グ
ラ
ン
プ
リ

平
出　

美
穂
（
札
幌
市
）

「
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
シ
ン
メ
ト
リ
ー
」（
撮
影
地　

小
林
酒
造
）　

季
節
賞　

春

山
崎　

秀
和
（
苫
小
牧
市
）

「
雪
塁
」（
撮
影
地　

栗
山
公
園
）

季
節
賞　

夏

柴
田　

奈
穂
（
栗
山
町
）

「
夏
の
終
わ
り
」（
撮
影
地　

駅
前
通
り
）

季
節
賞　

秋

山
内　

佳
子
（
札
幌
市
）

「
特
等
席
」（
撮
影
地　

栗
山
ダ
ム
）

とっておきの景色
お披露目

季
節
賞　

冬

近
藤　

俊
六
（
江
別
市
）

「
Ｒ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
」（
撮
影
地　

角
田
）



知っていますか？乳がんのこと
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※
栗
山
町
地
域
医
療
協
議
会
の
ご
協
力
に
よ
り
、「
リ
レ
ー
方
式
」
で
連
載
し
て
い
ま
す
。

胃
食
道
逆
流
症
の
お
話
し　
そ
の
２

と
く
ち
内
科
胃
腸
科
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク  
院
長

久ひ
さ
の野　
和
成

内
視
鏡
検
査
の
ス
ス
メ

　

今
回
の
お
話
し
は
、
胃
食
道
逆
流
症

（
Ｇガ

ー

ド

Ｅ
Ｒ
Ｄ
）
の
診
断
、
治
療
お
よ
び

予
防
（
治
療
の
補
助
）
に
つ
い
て
で
す
。

　

胸
や
け
、
酸
っ
ぱ
い
水
が
喉
ま
で
上

が
っ
て
く
る
感
じ
、
胸
の
つ
か
え
感
、

心
臓
が
原
因
と
は
考
え
に
く
い
胸
の
不

快
感
な
ど
Ｇ
Ｅ
Ｒ
Ｄ
を
疑
う
症
状
は
さ

ま
ざ
ま
で
す
。

　

内
視
鏡
を
行
わ
ず
に
後
に
述
べ
る
治

療
を
行
い
、
症
状
が
改
善
さ
れ
れ
ば
一

過
性
症
状
と
し
て
診
療
を
終
了
す
る
方

法
も
あ
り
ま
す
が
、
で
き
れ
ば
内
視
鏡

検
査
で
診
断
す
る
方
が
望
ま
し
い
と
考

え
ま
す
。

　

Ｇ
Ｅ
Ｒ
Ｄ
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
な
症

状
で
も
、
消
化
性
潰
瘍
や
悪
性
腫
瘍
を

認
め
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
重
症
の
逆

流
性
食
道
炎
の
場
合
は
ま
れ
に
食
道
が

細
く
な
る
「
狭
窄
」
と
呼
ば
れ
る
現
象

が
起
こ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。ま
た「
バ

レ
ッ
ト
食
道
」
と
呼
ば
れ
る
、
食
道
の

下
部
が
胃
酸
の
影
響
で
胃
の
粘
膜
に
似

た
形
と
な
る
異
常
は
、
時
と
し
て
「
食

道
腺
癌
」
と
い
う
特
殊
な
癌
が
発
生
す

る
危
険
が
あ
り
、
経
過
観
察
が
必
要
で

す
。
食
道
裂
孔
ヘ
ル
ニ
ア
を
認
め
る
Ｇ

Ｅ
Ｒ
Ｄ
は
、
再
発
を
繰
り
返
す
こ
と
が

多
い
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
情
報
は
、
や
は
り
内
視

鏡
検
査
を
行
わ
な
け
れ
ば
知
り
え
ま
せ

ん
。
今
は
鼻
か
ら
入
れ
る
細
い
内
視
鏡

が
主
流
と
な
っ
て
い
て
以
前
ほ
ど
苦
痛

な
く
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
症
状
が
明
ら
か
に
Ｇ
Ｅ
Ｒ
Ｄ
で

あ
っ
て
も
診
断
に
は
内
視
鏡
検
査
を
受

け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

胃
食
道
逆
流
症
で
の
薬
物
療
法

　

内
視
鏡
検
査
で
Ｇ
Ｅ
Ｒ
Ｄ
と
診
断
さ

れ
た
場
合
の
治
療
の
第
一
選
択
薬
は
、

プ
ロ
ト
ン
ポ
ン
プ
阻
害
薬
（
Ｐ
Ｐ
Ｉ
）

で
す
。
Ｐ
Ｐ
Ｉ
は
胃
酸
分
泌
を
安
定
的

に
低
下
さ
せ
る
作
用
を
持
っ
て
い
ま

す
。
ま
ず
は
８
週
間
の
内
服
治
療
を
行

い
ま
す
。
Ｐ
Ｐ
Ｉ
だ
け
で
は
症
状
が
改

善
し
な
い
場
合
は
消
化
管
運
動
改
善
薬

の
併
用
が
考
慮
さ
れ
ま
す
。

　

薬
に
よ
り
症
状
改
善
が
み
ら
れ
た
患

者
さ
ん
の
場
合
、
薬
剤
を
中
止
し
て
も

症
状
が
再
燃
し
な
け
れ
ば
一
過
性
症
状

と
し
て
治
療
を
終
了
し
ま
す
。し
か
し
、

治
療
終
了
後
に
症
状
が
再
燃
す
る
患
者

さ
ん
が
多
々
見
ら
れ
ま
す
。
特
に
、
食

道
炎
の
強
い
人
は
長
期
に
わ
た
り
維
持

療
法
が
必
要
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
中
止
後
の
再
燃
症
状
が
軽
い
場
合

は
、
症
状
に
応
じ
て
薬
を
飲
む
「
オ
ン

デ
マ
ン
ド
療
法
」
も
あ
り
ま
す
。

Ｇ
Ｅ
Ｒ
Ｄ
の
予
防
に
生
活
習
慣
改
善

　

薬
物
療
法
と
並
行
し
て
行
わ
な
く
て

は
い
け
な
い
の
が
、
生
活
習
慣
の
改
善

で
す
。
こ
れ
は
あ
る
意
味
、
Ｇ
Ｅ
Ｒ
Ｄ

の
予
防
と
も
言
え
ま
す
。

　

食
べ
過
ぎ
や
早
食
い
は
、
胃
の
中
の

圧
が
急
激
に
上
昇
す
る
た
め
胃
酸
の
逆

流
を
引
き
起
こ
し
、
高
脂
肪
食
は
胃
酸

逆
流
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
過
度
の
ア

ル
コ
ー
ル
は
胃
酸
の
分
泌
量
を
増
や
す

と
言
わ
れ
ま
す
し
、
食
べ
て
す
ぐ
寝
る

と
、
逆
流
し
た
胃
酸
が
長
時
間
食
道
に

残
り
食
道
炎
が
起
き
や
す
く
な
り
ま

す
。
肥
満
（
特
に
内
蔵
肥
満
）
は
胃
を

圧
迫
し
て
逆
流
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
生
活
習
慣
、
体
形
の
改

善
が
Ｇ
Ｅ
Ｒ
Ｄ
の
予
防
、
症
状
改
善
に

は
大
切
で
す
。
Ｇ
Ｅ
Ｒ
Ｄ
は
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ

（
生
活
の
質
）
の
低
下
を
引
き
起
こ
す

病
で
す
。
欧
米
で
は
Ｇ
Ｅ
Ｒ
Ｄ
の
Ｑ
Ｏ

Ｌ
の
低
下
は
狭
心
症
を
上
回
る
と
の
報

告
も
あ
り
ま
す
。

　

Ｇ
Ｅ
Ｒ
Ｄ
の
多
く
は
、
薬
で
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
が
可
能
で
す
。
症
状
で
心
当
た

り
の
あ
る
方
は
、
一
度
病
院
を
受
診
さ

れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
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８
月
の
集
団
健
（
検
）
診

乳
が
ん
検
診
が
受
け
ら
れ
ま
す
！

◆
日
程　
８
月
９
日
㈬

※
午
前
７
時
50
分
役
場
集
合
で
す
。

※
役
場
か
ら
健
診
場
所
ま
で
、
無
料
バ

ス
で
送
迎
し
ま
す
。

◆
場
所　
札
幌
が
ん
検
診
セ
ン
タ
ー

◆
健
診
機
関　
北
海
道
対
が
ん
協
会

◆
受
診
で
き
る
項
目

特
定
健
診
・
生
活
習
慣
病
予
防
健

診
・
い
き
い
き
健
診
・
各
種
が
ん
検

診
（
胃
・
肺
・
大
腸
・
子
宮
・
乳
）

※
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に
は
対
象
が
あ
り

ま
す
。
詳
細
は
「
保
健
サ
ー
ビ
ス
ガ

イ
ド
」
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

北
海
道
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業

◆
対
象
年
齢　
20
歳
以
上
の
町
民

◆
対
象
と
な
る
事
業

く
り
や
ま
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

事
業
と
同
様

◆
参
加
方
法

事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
。
希
望
さ

れ
る
方
は
、
保
健
福
祉
課
健
康
推
進

グ
ル
ー
プ
へ
参
加
申
込
書
を
提
出

※
参
加
申
込
書
は
、
保
健
福
祉
課
健
康

推
進
グ
ル
ー
プ
窓
口
で
配
布
し
て

い
ま
す
。

お
知
ら
せ

唯
一
自
分
で
発
見
で
き
る

可
能
性
が
あ
る「
乳
が
ん
」

　

日
本
で
は
乳
が
ん
が
増
加
し
て
お

り
、
30
歳
～
64
歳
の
女
性
の
が
ん
に
よ

る
死
亡
原
因
の
１
位
と
な
っ
て
い
ま

す
。
他
の
が
ん
と
違
い
、
比
較
的
若
い

世
代
で
の
発
症
が
多
い
の
で
、
若
い
時

か
ら
関
心
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

◆
20
代
か
ら
月
に
１
度
の
セ
ル
フ

チ
ェ
ッ
ク
（
自
己
触
診
）
！

胸
の
状
態
を
見
て
触
る
こ
と
で
、

少
し
の
変
化
に
気
づ
く
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

◆
35
歳
を
迎
え
た
ら
、
２
年
に
１
度

乳
が
ん
検
診
！

月
に
１
度
の
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク

で
異
常
を
感
じ
な
い
場
合
も
、
２

年
に
１
度
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー

検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

◆
し
こ
り
な
ど
自
覚
症
状
が
あ
る
場

合
は
、
検
診
を
待
た
ず
に
速
や
か

に
乳
腺
外
科
な
ど
医
療
機
関
で

診
察
を
！

　

が
ん
検
診
に
関
す
る
国
の
指
針
の
変

更
に
伴
い
、
今
年
度
よ
り
集
団
検
診
で

の
乳
が
ん
検
診
検
査
内
容
が
、
マ
ン
モ

グ
ラ
フ
ィ
ー
単
独
に
な
り
ま
し
た
。

　

乳
が
ん
は
自
分
で
発
見
で
き
る
唯
一

の
が
ん
と
言
わ
れ
ま
す
。
早
期
発
見
の

た
め
に
、
月
に
１
度
の
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ

ク
を
習
慣
づ
け
ま
し
ょ
う
。

セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク

◆
タ
イ
ミ
ン
グ

（
閉
経
前
）
月
経
終
了
後
、
１
週
間

以
内
の
乳
房
が
柔
ら
か
い
時
期

（
閉
経
後
）
毎
月
一
定
日
を
決
め
る

◆
方
法

①
ま
ず
は
「
見
て
み
る
」

鏡
の
前
で
両
腕
を
上
げ
下
げ
し
て
、

乳
房
や
乳
首
を
よ
く
観
察

②
次
に
「
触
っ
て
み
る
」

仰
向
け
に
寝
て
、
一
方
の
手
を
頭
の

後
ろ
に
お
く
。
も
う
一
方
の
手
の
指

を
そ
ろ
え
、
指
の
腹
で
乳
房
を
上
か

ら
柔
ら
か
く
抑
え
る
よ
う
に
触
る

③
最
後
に
「
し
ぼ
っ
て
み
る
」

　

乳
首
を
軽
く
つ
ま
む

ポイント

ポイント
ポイント

内側半分と外側半分に分けて矢印の方向に軽く押しながら触る

○乳房に「ひきつれ」「くぼみ」
「変色」はないか

○乳首に「凹み」「湿疹」「ただ
れ」はないか

○血液のような異常な分泌液が
出ないか ○そろえた指のどれかに他と異なった硬さのものが触れていな

いか



規
模
な
工
事

を
展
開
し
ま

す
。
こ
の
作

業
過
程
の
一

式
が
役
場
に

保
存
さ
れ
て

い
て
、
そ
れ

に
関
連
す
る

工
事
現
場
の

写
真
が
こ
の

一
枚
で
す
。

　

農
村
経
済
に
関
心
の
あ
る
人
に

と
っ
て
は
、
昭
和
の
不
況
の
中
で
も

昭
和
６
、７
年
が
最
も
厳
し
い
状
況

を
乗
り
越
え
る
人
た
ち
の
姿
と
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
ル
ー
ト
以
前
は
、
ハ
サ
ン
ベ

ツ
か
ら
山
越
え
し
て
栗
丘
駅
の
所
に

出
る
「
七
曲
が
り
半
」
と
呼
ば
れ
て

い
た
道
が
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
自
動
車
が
利
用
さ
れ
る
よ
う
に

な
る
と
、
こ
の
道
は
使
え
な
い
。
一

時
、
栗
沢
駅
か
ら
栗
沢
町
茂
世
丑
が

利
用
さ
れ
ま
し
た
が
、
栗
山
住
民
の

強
い
要
望
に
よ
っ
て
、
こ
の
工
事
と

な
っ
た
の
で
す
。（
ト
部
）

【
問
い
合
わ
せ
】

　

栗
山
町
史
編
さ
ん
室

　

☎
�
７
８
２
０

こんにちは！ 町史編さん室ですNo.13

古
い
写
真
は
栗
山
の
歴
史
を
語
る

　

一
枚
の
写
真
は
、
文
章
に
し
た
ら

一
ペ
ー
ジ
以
上
の
こ
と
を
教
え
て
く

れ
ま
す
。
文
章
で
す
と
文
字
を
読
む

意
欲
の
あ
る
人
に
届
く
情
報
で
す

が
、
写
真
は
見
る
だ
け
で
、
し
か
も

見
る
人
の
関
心
の
在
り
方
に
よ
っ

て
、伝
わ
る
情
報
が
異
な
り
ま
す
し
、

多
面
的
な
情
報
が
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
身
近
な
と
こ
ろ
に
古
い
写
真
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
町
史
編
さ
ん
室
に

届
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

次
に
一
枚
の
写
真
を
見
て
み
ま

し
ょ
う
。
時
は
昭
和
６
年
。
所
は
ハ

サ
ン
ベ
ツ
川
。
橋
の
架
け
替
え
工
事

の
写
真
で
す
。
橋
の
工
事
に
関
心
の

あ
る
人
は
昭
和
初
頭
の
杭
打
ち
の
様

子
が
、服
装
に
関
心
の
あ
る
人
に
は
、

工
事
現
場
の
男
女
の
服
装
が
わ
か
り

ま
す
。
交
通
網
に
関
心
の
あ
る
人
に

は
、
栗
山
か
ら
岩
見
沢
方
面
に
向
か

う
ト
ン
ネ
ル
山
付
近
の
最
初
の
ル
ー

ト
を
確
保
す
る
た
め
の
工
事
現
場
で

あ
る
こ
と
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。

　

昭
和
の
初
め
は
冷
害
、
水
害
と
続

き
、
農
民
生
活
は
と
て
も
厳
し
い
も

の
で
し
た
。
北
海
道
庁
で
は
「
救
農

土
木
事
業
」
と
し
て
、「
泣
く
木
」

の
あ
た
り
に
石
垣
を
積
ん
で
夕
張
川

に
せ
り
出
し
て
道
路
を
造
成
す
る
大

総
務
省
地
域
力
創
造
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
林
田
暢の

ぶ
あ
き明

さ
ん
を
講
師
と
し
て
お

呼
び
し
、勉
強
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

林
田
さ
ん
は
大
学
卒
業
後
、
日
本

銀
行
に
勤
め
、
財
団
法
人
松
下
政
経

塾
を
経
て
カ
フ
ェ
を
開
業
し
た
と
い

う
、
興
味
深
い
経
歴
の
持
ち
主
。
し

か
も
、
身
長
１
９
１
ｃｍ
と
か
な
り
で

か
い
！

　

こ
の
巨
大
な
先
生
の
指
導
の
も

と
、
全
員
ヒ
ー
ヒ
ー
言
い
な
が
ら
頭

を
ひ
ね
っ
て
い
ま
す
。

　

果
た
し
て
私
た
ち
は
栗
山
の
皆
さ

ん
に
必
要
と
さ
れ
、
栗
山
の
皆
さ
ん

に
愛
さ
れ
る
な
り
わ
い
を
作
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
？！

　

一
所
懸
命
、
頑
張
り
ま
す
！

将
来
の
な
り
わ
い
づ
く
り
に
向
け
て

新しい力で栗山を元気に！ 地域おこし協力隊ですVOL.13
　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
高
橋
で

す
。
も
う
７
月
だ
と
言
う
の
に
な
か

な
か
暖
か
く
な
ら
な
い
で
す
ね
。
ど

う
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
か
？
ま
だ
ま

だ
上
着
が
手
放
せ
な
い
今
日
こ
の
頃

で
す
。

　

さ
て
さ
て
活
動
報
告
で
す
。現
在
、

私
た
ち
役
場
所
属
の
地
域
お
こ
し
協

力
隊
（
通
称
「
Ｐ
Ｒ
隊
」）
は
任
期

終
了
後
も
栗
山
町
に
定
住
す
る
べ
く

将
来
の
な
り
わ
い
づ
く
り
を
考
え
て

い
ま
す
。

　

と
は
言
え
、
私
た
ち
は
起
業
な
ど

し
た
こ
と
も
な
い
ズ
ブ
の
素
人
。
起

業
に
つ
い
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て

く
れ
る
人
が
必
要
と
い
う
こ
と
で
、

　

皆
さ
ん
こ
ん

に
ち
は
！
今
年

度
、
仲
間
の
輪

創
造
委
員
会
副

委
員
長
を
務
め

ま
す
、
仲
野
拓
郎
で
す
。

　

私
は
、
平
成
28
年
５
月
に
栗
山
青

年
会
議
所
に
入
会
し
ま
し
た
。
入
会

か
ら
１
年
が
過
ぎ
、
多
く
の
人
と
の

出
会
い
や
経
験
で
少
し
ず
つ
で
は
あ

り
ま
す
が
、
ま
ち
づ
く
り
や
仕
事
に

対
す
る
考
え
方
な
ど
意
識
が
変
わ
っ

て
き
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま

す
。
栗
山
青
年
会
議
所
に
入
会
し
て

い
な
け
れ
ば
、「
ま
ち
づ
く
り
」
の

こ
と
を
こ
こ
ま
で
真
剣
に
考
え
て
は

い
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
長
沼
町
に
住
ん
で
お
り
、
町

民
の
方
か
ら
、「
な
ぜ
、
長
沼
町
に

住
ん
で
い
る
の
に
栗
山
町
の
青

年
団
体
に
入
っ
て
い
る
の
？
」

「
長
沼
町
の
青
年
団
体
に
入
っ

て
長
沼
町
の
こ
と
を
考
え
な
さ

い
！
」「
裏
切
り
者
！
（
笑
）」

な
ど
厳
し
い
お
言
葉
を
い
た
だ

く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
私
が
栗

山
青
年
会
議
所
に
入
会
し
た
理

こんにちは！　私たち栗山青年会議所ですVOL.66

地
域
の
未
来
の
た
め
に

由
の
１
つ
は
、
４
町
（
栗
山
町
、
長

沼
町
、
由
仁
町
、
南
幌
町
）
の
広
域

連
携
、
栗
山
町
だ
け
で
は
な
く
私
た

ち
が
住
む
こ
の
地
域
の
た
め
に
、
栗

山
青
年
会
議
所
は
活
動
し
て
い
る
の

だ
よ
！
と
い
う
先
輩
の
言
葉
が
あ
っ

た
か
ら
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
今
ま
で
以
上
に
、
こ

の
４
町
の
事
業
や
イ
ベ
ン
ト
に
メ
ン

バ
ー
み
ん
な
で
参
画
し
、
栗
山
青
年

会
議
所
の
存
在
、
活
動
内
容
を
知
っ

て
い
た
だ
き
、
４
町
の
青
年
団
体
を

は
じ
め
地
域
の
皆
さ
ん
と
交
流
を
深

め
、
巻
き
込
み
、
こ
の
地
域
の
未
来

の
た
め
に
率
先
し
て
行
動
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

何
と
ぞ
、
ご
理
解
ご
協
力
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

南
空
知
消
防
組
合
管
理
者
表
彰

◆
感
謝
状
（
消
防
行
政
協
力
者
）

　

栗
山
町
防
火
管
理
者
連
絡
協
議
会

◆
感
謝
状
（
退
団
者
）

　

田
鎖　

充
雄
（
元
団
本
部
副
団
長
）

　

高
杉　

文
浩
（
元
第
１
分
団
班
長
）

　

蛯
名　

勇
人
（
元
第
１
分
団
班
長
）

◆
功
績
章

　

金
谷　

雅
人
（
第
１
分
団
分
団
長
）

◆
精
績
章

　

八
手　

健
治
（
第
３
分
団
班
長
）

◆
精
勤
章
（
勤
続
25
年
）

　

橋
元　
　

治
（
第
２
分
団
班
長
）

　

村
岡　

信
春
（
第
３
分
団
班
長
）

◆
精
勤
章
（
勤
続
20
年
）

　

藤
森　

洋
貴
（
第
２
分
団
班
長
）

　

則
武　

悠
司
（
第
２
分
団
団
員
）

　

中
島　

豊
浩
（
第
３
分
団
団
員
）

◆
精
勤
章
（
勤
続
15
年
）

　

村
上　
　

渉
（
第
１
分
団
班
長
）

　

大
旗　
　

修
（
第
１
分
団
班
長
）

　

髙
野　

龍
一
（
第
２
分
団
団
員
）

　

橋
本　

克
己
（
第
３
分
団
団
員
）

団
長
表
彰

◆
感
謝
状
（
退
団
者
）

　

古
賀　

聖
都
（
元
第
１
分
団
団
員
）

◆
精
勤
章
（
勤
続
10
年
）

　

蛇
谷　

慎
也
（
第
２
分
団
団
員
）

　

水
上　

信
吾
（
第
２
分
団
団
員
）

　

伊
藤　

寛
人
（
第
３
分
団
団
員
）

　

安
藤　

一
也
（
第
３
分
団
団
員
）

　

岡
村　

貴
義
（
第
３
分
団
団
員
）

◆
精
勤
章
（
勤
続
５
年
）

　

猪
股　

慎
吾
（
第
１
分
団
団
員
）

　

廣
瀬　

勝
憲
（
第
１
分
団
団
員
）

　

廣
岡　

裕
樹
（
第
２
分
団
団
員
）

　

水
上　

雄
亮
（
第
２
分
団
団
員
）

　

宮
本　
　

準
（
第
３
分
団
団
員
）

　

岩
崎　

翔
弥
（
第
３
分
団
団
員
）

◆
優
秀
章

　

石
田　

尚
久
（
第
１
分
団
団
員
）

　

富
樫　

崇
裕
（
第
１
分
団
団
員
）

　

髙
野　

勝
則
（
第
２
分
団
団
員
）

　

正
井　

博
美
（
第
２
分
団
団
員
）

　

池
野　

規
晶
（
第
３
分
団
団
員
）

　

墨
谷　
　

厳
（
第
３
分
団
団
員
）

　

大
野　

浩
司
（
第
３
分
団
団
員
）

平
成
29
年
度
栗
山
消
防
団

春
季
連
合
消
防
演
習
表
彰
者
（
敬
称
略
）
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起業プランの柱となる企画を
まとめたマインドマップ

勉強会の様子



南空知消費生活相談室

勤労者
福祉センター

毎週
月・木曜日

13：00
～ 16：00

☎ 72-3581
毎月
第 2・4 水曜日

13：00
～ 15：00

消費生活消費生活消費生活

横断質横断質相談室
です

7 月のイベント「七夕まつり」

【問い合わせ】
  栗山公園案内所　☎ 72-0706
  指定管理者　たかはしダリア

最新情報を簡単アクセス
URL
http://t-daria.com/parktop

※ QR コードは「株式会社デンソーウェーブ」の登録商標です。

栗山公園栗山公園栗山公園

だよりだよりだより
Vol.112

　

くりやま景観
フォトコン作品展開催

【期　間】
　7 月 9 日㈰～ 19 日㈬

くりやま夏まつり
～栗夢プラザ催し物～

【期　間】
　7 月 22 日㈯～ 23 日㈰

【内　容】
　栗山手打ちそば愛好会による「手打ち
そば」まつり
大好評！おそばの日

手打ちそばの日
【今月の「そばの日」（限定 30 食）】

　7 月 7 日、14 日、28 日
　（金曜日　11：00 ～ 12：30）

【ホール・会議室ご利用のご案内】
　サークルや団体の催し、商品の展
示会などでのホールや会議室のご利
用をお待ちしています。
　まずは、ご相談ください！

【問い合わせ】
  まちの駅　「栗夢プラザ」
  ☎ 73-5515　Fax 73-5535
  開館時間  10：00 ～ 17：00

まちの駅まちの駅まちの駅

イベントイベントイベント 7月

　近年の高齢化の進展をはじめとした社会経済情勢の変化な
どにより、高齢者の消費者被害が増加しています。
　これは、消費者が事業者と契約をするとき、両者の間には
持っている情報の質・量や交渉力に格差があるためです。
　このような状況を踏まえて、消費者の利益を守るため「消
費者契約法」の一部が改正され、本年 6 月 3 日より施行され
ました。
　主な改正点は、「①事業者の不当な勧誘により契約をした
ときは、消費者はその契約を取り消すことができます」「②
不当な契約条項が含まれていたとしても、その契約条項は無
効となります」の 2 点です。
　しかし、消費者トラブルは手口が巧妙化しており、被害に
遭わないためには細心の注意をする必要があります。
　消費生活で疑問や不安を感じたときには、一人で悩まず南
空知消費生活相談室にご相談ください。

消費者契約法が改正されました。

　オリジナルのかわいい動物短冊に、願いを書いてみません
か？？大きな柳の木を短冊でいっぱいにしましょう！！
　「皆さんの願いが叶いますように…★★★」

【期　間】7 月 1 日㈯～ 31 日㈪
【時　間】10：00 ～ 16：00
【受　付】栗山公園案内所

※短冊 (5 種類 ) とペンは案内所にあります。
　好きな短冊 1 枚を選んで記入してください。

【場　所】ふじ棚前
※記入した短冊は、ふじ棚前にある柳の木に結んでください。
お友達を誘って、みんなで参加してくださいネッ♪

「生きる力」を身につける「生きる力」を身につける「生きる力」を身につける

継立まつば保育園継立まつば保育園継立まつば保育園

　町立継立保育所を引き継ぎ、「継
立まつば保育園」（学校法人松田学
園が運営）が南部地域の保育の拠点
としてスタートして 4 年目。豊かな
自然環境の中で、さまざまな経験を
通して子どもたちが「生きる力」を
に身につけていけるような保育を目
指しています。
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【問い合わせ】
　町子育て支援センター
　☎ 72- 1280  Fax 72-1320

子育てコラム

継
立
ま
つ
ば
保
育
園

　
　
園
長　
石
掛
春
美　
　
　

　

―
ス
マ
ホ
と
子
育
て
―

　

今
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ

ト
に
依
存
す
る
子
育
て
が
話
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ス
マ
ホ
か
ら
流
れ
る
動
画

を
見
せ
、
子
ど
も
を
寝
か
せ
た
り
、
指

一
本
で
子
ど
も
が
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
操
作

し
た
り
、
マ
マ
た
ち
の
子
育
て
の
主
流

に
な
り
つ
つ
あ
る
よ
う
で
す
。

　

―
絵
本
を
大
切
に
し
た
保
育
―

　

継
立
ま
つ
ば
保
育
園
で
は
毎
朝
同
じ

時
間
、
同
じ
場
所
で
子
ど
も
た
ち
に
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

同
じ
絵
と
文
章
を
子
ど
も
た
ち
と
共
有

す
る
こ
と
で
、
大
人
と
絵
本
と
子
ど
も

の
関
係
性
が
育
ち
ま
す
。
そ
の
中
で
言

葉
の
大
切
さ
を
知
り
、
人
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
へ
と
繋
が
り
、
友
達
と

心
を
通
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

　

人
の
ぬ
く
も
り
を
感
じ
、
感
情
を
豊

か
に
す
る
絵
本
を
、
１
日
１
冊
で
い
い

の
で
読
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
？

【施設の紹介】
　中庭には天然芝が植えられ、転んでもケガをしにくくなっています。中庭・玄
関・ホールなど 6 ヵ所に防犯カメラが設置され、外部からの不審者の侵入を防
ぐことができ安心です。

【保育の内容】
○乳児保育
　出産後、産休明けすぐに働きたい方のために、2 ヵ月児からお預かりします。
○縦割り保育

3 歳以上児は縦割り保育も行います。年齢の異なる子ども同士が、遊びや経験
を通して人間関係を育ち合い、助けたり、思いやる気持ちを育てます。

○はだし保育
夏ははだしで過ごします。足の裏から刺激を与えることにより、脳の発達や骨
の形成にも大きな効果があるといわれています。

○給食バイキング
　3 歳以上児が月 1 回バイキング形式で食事をします。

【保育時間】
　月～土曜日　7：30 ～ 18：30（延長保育　18：30 ～ 19：00）

【一時預かり保育】
①就労や就学の場合
②緊急な用事の場合（病気・自己・出産・看護・冠婚葬祭）
③育児負担の軽減など、私的理由の場合（リフレッシュ）

一時預かり
利 用 日 月 ~ 土曜日
利用時間 8：30 ～ 17：30
対象児童 1 ～ 5 歳児
利用料金 町内の方 300 円

（1 時間） 町外の方 450 円
（3 歳以上児は利用料 50 円引き）
（希望者に給食を提供  1 食 260 円）

今年から土曜日の
受け入れが可能に
なりました！



　

町
営
バ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

の
運
休

　
　

ご
利
用
の
皆
さ
ん
に
は
、
ご
不

便
を
お
掛
け
し
ま
す
。

◆
期
　
　
間

　
７
月
27
日
㈭
～
8
月
３
日
㈭

　
（
車
検
整
備
な
ど
の
た
め
全
便
運
休
）

◆
問
い
合
わ
せ

　
町
建
設
水
道
課
総
務
管
理
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
７
５
１
２

　

高
齢
者
介
護
福
祉
金
を
支
給

　
　

対
象
者
要
件
を
確
認
の
う
え
希

望
さ
れ
る
方
は
申
請
願
い
ま
す
。

◆
対
象
者
（
全
て
に
該
当
す
る
方
）

〇
世
帯
全
員
が
65
歳
以
上
で
あ
る
方

○
平
成
29
年
度
の
町
民
税
非
課
税
世

帯
の
方

〇
平
成
28
年
中
の
収
入
額
が

１
２
０
万
円
以
下
の
方

〇
固
定
資
産
を
お
持
ち
で
な
い
方

〇
平
成
29
年
度
の
町
民
税
で
、
ど
な

た
か
の
扶
養
親
族
と
な
っ
て
い

な
い
方

〇
施
設
に
入
所
し
て
い
な
い
方

〇
生
活
保
護
を
受
け
て
い
な
い
方

◆
支
給
額

　

月
額　
２
５
０
０
円
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く
ら
し

催
　
し

募
　
集

試
　
験

講
　
習

相
　
談

ご
厚
意

お
め
で
た

お
く
や
み

く

ら

し

◆
申
請
に
必
要
な
も
の　

　

印
鑑
・
通
帳
・
前
年
の
収
入
額
が

　

わ
か
る
書
類
（
通
帳
な
ど
）

◆
申
請
先
・
問
い
合
わ
せ　

　

町
保
健
福
祉
課
高
齢
者
・
介
護
グ

ル
ー
プ

　

☎
�
７
５
０
７

　

特
別
弔
慰
金
の
申
請
手
続
き
は
お

済
み
で
す
か

　
　

戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特

別
弔
慰
金
の
請
求
期
限
は
平
成

30
年
４
月
２
日
ま
で
で
す
。

◆
対
象
者　

　

平
成
27
年
４
月
１
日
（
基
準
日
）

で
、
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の

三
親
等
内
親
族
で
、
主
に
次
の

要
件
を
満
た
す
方

◎
平
成
27
年
４
月
１
日
ま
で
に
戦
争
病

者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る

弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た
方

◎
戦
没
者
等
の
子

◎
戦
没
者
等
の
①
父
母
②
孫
③
祖
父

母
④
兄
弟
姉
妹
⑤
甥
、
姪
な
ど

　
（
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き

続
き
１
年
以
上
の
生
計
が
あ
っ

た
方
）

※
受
給
対
象
者
が
、
請
求
を
し
な
い

ま
ま
平
成
27
年
４
月
１
日
以
後

に
死
亡
さ
れ
た
場
合
は
、
そ
の

相
続
人
が
ご
自
身
の
名
前
で
請

求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
給
付
内
容　

　

額
面
25
万
円
、
５
年
償
還
の
記
名

国
債

◆
請
求
窓
口
・
問
い
合
わ
せ

　

町
保
健
福
祉
課
福
祉
・
子
育
て
グ

ル
ー
プ　

　

☎
�
２
２
２
２

　
平
成
29
年
度
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
進

行
防
止
対
策
等
医
療
受
給
者
証

更
新
申
請

　
　

平
成
29
年
度
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎

進
行
防
止
対
策
等
医
療
受
給
者

証
の
更
新
申
請
を
、
次
の
日
程

で
窓
口
を
設
け
て
受
け
付
け
ま

す
の
で
、
保
健
所
か
ら
送
付
し

た
関
係
書
類
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
提
出
願
い
ま
す
。

　
　

な
お
、
特
定
医
療
費
（
指
定

難
病
）
受
給
者
証
、
特
定
疾
患

医
療
受
給
者
証
の
更
新
申
請
は
、

10
月
～
12
月
の
間
に
受
け
付
け

ま
す
。

◆
受
付
日
時
・
場
所

○
岩
見
沢
保
健
所

　

7
月
10
日
㈪
～
21
日
㈮

　

午
前
9
時
半
～
午
後
3
時

○
岩
見
沢
保
健
所
由
仁
支
所

　

7
月
26
日
㈬　

　

午
前
10
時
～
午
後
3
時

※
土
日
祝
日
を
除
き
ま
す
。

※
上
記
日
程
に
来
ら
れ
な
か
っ
た
方

も
、
９
月
ま
で
岩
見
沢
保
健
所

お
よ
び
由
仁
支
所
で
受
け
付
け

を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
受
給

者
証
の
有
効
期
間
内
に
手
続
き

を
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、

郵
送
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

不
明
な
点
は
左
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　
岩
見
沢
保
健
所
健
康
推
進
課
保
健
係

　

☎
０
１
２
６
（
２
０
）
０
１
１
５

　　
「
働
き
方
改
革
推
進
」
に
向
け
て

の
説
明
会

　
　

道
内
に
お
け
る
働
き
方
改
革
の

実
行
を
推
進
す
る
た
め
、非
正
規
労

働
者
の
無
期
転
換
ル
ー
ル
や
改
正

育
児
・
介
護
休
業
法
な
ど
に
関
す

る
説
明
会
を
北
海
道
庁
と
の
共
催

に
よ
り
道
内
７
カ
所
で
開
催
し
ま

す
。詳
細
は
北
海
道
労
働
局
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◆
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://hokkaido-roudoukyoku.
jsite.mhlw.go.jp

◆
問
い
合
わ
せ

　

北
海
道
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等

部
指
導
課

　

☎
０
１
１
（
７
０
９
）
２
７
１
５

　

狩
猟
免
許
取
得
に
係
る
申
請
手
数

料
な
ど
を
助
成

◆
対
　
　
象　
　

①
町
内
在
住
で
狩
猟
免
許
試
験
に
合

　

格
し
た
方

②
有
害
鳥
獣
駆
除
業
務
に
従
事
で
き

　

る
方

③
銃
猟
免
許
を
取
得
し
た
場
合
、
北

海
道
猟
友
会
栗
山
支
部
へ
入
会

で
き
る
方

④
狩
猟
免
許
更
新
講
習
を
受
講
で
き

る
方
（
狩
猟
免
許
更
新
に
係
る

費
用
は
自
己
負
担
）

◆
助
成
内
容

　

狩
猟
免
許
申
請
手
数
料
、
申
請
に

係
る
健
康
診
断
料
お
よ
び
予
備

講
習
料

※
申
請
時
、
上
記
料
金
に
係
る
領
収

書
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
網
猟
免
許
取
得
に
対
す
る
助
成
は

行
い
ま
せ
ん
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

町
有
害
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
協
議

会
（
町
産
業
振
興
課
農
林
業
振

興
グ
ル
ー
プ
）

　

☎
�
７
５
１
５

◆
参　
　
考

（
試
験
日
時
）

　
８
月
６
日
㈰　
午
前
９
時
か
ら

（
試
験
場
所
）

　
空
知
総
合
振
興
局

（
予
備
講
習
日
時
（
受
験
者
対
象
））

　
７
月
30
日
㈰

　
午
前
９
時
～
午
後
5
時

（
予
備
講
習
場
所
）

　
岩
見
沢　
ま
な
み
ー
る

（
予
備
講
習
受
講
料
）

　
第
１
種
、
第
２
種　
７
５
０
０
円

　
網
、
わ
な　
　
　
　
５
０
０
０
円

　
同
時
受
講　
　
　
１
０
０
０
０
円

（
受
付
期
間
）

　
７
月
21
日
㈮
ま
で

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

全
国
安
全
週
間
の
実
施

　
　

平
成
29
年
度
全
国
安
全
週
間

が
６
月
１
日
か
ら
30
日
ま
で
を

準
備
期
間
、
７
月
１
日
か
ら
７

日
ま
で
を
本
週
間
と
し
て
実
施

さ
れ
ま
す
。
こ
の
機
会
に
そ
れ

ぞ
れ
の
職
場
で
、
ト
ッ
プ
か
ら

第
一
線
の
現
場
に
至
る
ま
で
日

ご
ろ
の
安
全
活
動
を
点
検
し
、

そ
の
取
り
組
み
を
前
進
さ
せ
ま

し
ょ
う
。

◆
ス
ロ
ー
ガ
ン

　
「
組
織
で
進
め
る
安
全
管
理　

み

ん
な
で
取
り
組
む
安
全
活
動　

未
来
へ
つ
な
げ
よ
う
安
全
文
化
」

◆
問
い
合
わ
せ

　

岩
見
沢
労
働
基
準
監
督
署
（
第
２

方
面
）

　

☎
０
１
２
６
（
２
２
）
４
４
９
０

　

 国民年金保険料の
                              免除制度について
　国民年金には、経済的な理由などで保険料
を納めることが困難な場合、申請をして承認
されると、保険料の納付が免除される申請免
除制度があります。

　本人・配偶者・世帯主の前年の所得が一定
額以下の場合に、全額免除または一部納付が
承認されます。
　また、退職（失業）を理由とした特例免除
制度もあります。退職（失業）された場合に
保険料免除の申請を行う際は、失業された方
の前年所得をゼロとみなして審査します。こ
の特例は原則、退職（失業）された年または
その翌年に申請された場合に適用されます。
　なお、免除の承認期間は 7 月から翌年の 6
月となりますので、平成 28 年度に免除の承認
を受けている方であっても継続審査の対象者
以外の方は、平成 28 年 7 月からの免除につい
てはあらためて申請が必要となります。
　さらに、平成 26 年 4 月に法律が改正されて、
2 年 1 カ月前までさかのぼって免除申請をする
ことができるようになりました。申請を忘れ
ていたために未納期間がある方は、下記へお
問い合わせください。

【問い合わせ】
　町住民生活課住民・国保グループ　　
　☎７３－７５０９

国 民 年 金

①全額免除
　保険料の全額が免除
②一部納付
　一部を納付すると残りが免除
※ 4 分の 1 納付、半額納付、4 分の 3 納付の
　 3 種類があります。

申請免除制度

7
ま ち の i n

f o m a t i o
n

月
July
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く
ら
し

催
　
し

募
　
集

試
　
験

講
　
習

相
　
談

ご
厚
意

お
め
で
た

お
く
や
み

　

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
を
開
催

　
　

認
知
症
は
特
別
な
病
気
で
は
な

く
誰
に
で
も
起
こ
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
は
介

護
に
不
安
が
あ
る
方
、
地
域
の
方

が
気
軽
に
集
ま
り
、
抱
え
て
い
る

悩
み
な
ど
を
話
で
き
る
「
憩
い
の

場
」
で
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

　
　
７
月
の
テ
ー
マ
は
「
夏
を
乗
り

き
る
た
め
の
脱
水
予
防
～
認
知
症

と
脱
水
の
意
外
な
関
係
～
」で
す
。

脱
水
簡
単
チ
ェ
ッ
ク
と
脱
水
時
に

飲
ん
で
欲
し
い
ド
リ
ン
ク
の
試
飲

を
行
い
ま
す
！

◆
日
　
　
時

　
７
月
19
日
㈬　

午
後
１
時
半
～
３
時

◆
場
所
・
問
い
合
わ
せ

　

ガ
ー
デ
ン
ハ
ウ
ス
く
り
や
ま

　

☎
�
２
６
０
０

　

第
69
回 

栗
山
高
校
学
校
祭

　
　

今
年
度
も
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
を

一
部
公
開
し
ま
す
。
栗
高
生
が
一

生
懸
命
準
備
し
ま
し
た
の
で
、
ぜ

ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

※
ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
た
め
、
他
校

生
や
同
年
代
の
方
の
一
般
入
場
は

不
可
と
す
る
招
待
制
を
と
っ
て
い

ま
す
。

◆
日
時
・
内
容

◇
７
月
8
日
㈯

・
正
午
～
パ
レ
ー
ド

・
午
後
１
時
半
～
栗
山
小
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
◇
７
月
9
日
㈰
（
一
般
公
開
は
午
前

11
時
半
～
午
後
３
時
40
分
）

・
午
前
11
時
45
分
～
体
育
館
で
有
志

発
表
。
各
Ｈ
Ｒ
教
室
で
企
画
芸
術

展
示
会

◆
問
い
合
わ
せ

栗
山
高
校
生
徒
会
部　

☎
�
1
3
4
3

　

北
恵
庭
駐
屯
地
創
立
67
周
年
記

念
行
事

◆
日
　
　
時

　

7
月
9
日
㈰

　

午
前
8
時
半
～
午
後
3
時

◆
場
　
　
所　
北
恵
庭
駐
屯
地

◆
内
　
　
容

　

戦
車
体
験
搭
乗
、
訓
練
展
示
、
装

備
品
展
示
、
ち
び
っ
こ
広
場
、
模

擬
売
店
な
ど

◆
そ
の
他

　

当
日
は
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

北
恵
庭
駐
屯
地
広
報
室

　

☎
0
1
2
3（
３
２
）2
1
0
1

　

内
線
２
０
４

　

中
央
農
業
試
験
場
公
開
デ
ー

　
　

農
業
試
験
場
へ
の
理
解
促
進
を

目
的
に
、
小
中
学
生
や
一
般
町
民

お
よ
び
農
業
関
係
者
を
対
象
に
、

体
験
学
習
の
場
と
し
て
、
場
内
施

設
や
試
験
研
究
内
容
な
ど
を
紹
介

す
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

◆
日
　
　
時

　
８
月
３
日
㈭

　

午
前
９
時
半
～
午
後
２
時

◆
場
　
　
所

　

北
海
道
立
総
合
研
究
機
構
中
央
農

業
試
験
場

◆
内
　
　
容

　

夏
休
み
体
験・展
示
コ
ー
ナ
ー・ほ

場
バ
ス
見
学・ど
ん
菓
子
製
造
ほ
か

◆
参
加
費

　

無
料（
予
約
不
要
）

◆
問
い
合
わ
せ

　

北
海
道
立
総
合
研
究
機
構
中
央
農

業
試
験
場

　

☎
０
１
２
３
（
８
９
）
２
５
８
７

　

矯
正
展
・
即
売
会
実
施

　
　

法
務
省
が
主
唱
す
る
「
社
会
を

明
る
く
す
る
運
動
」
の
一
環
と
し

て
、
広
く
一
般
か
ら
矯
正
行
政
に

対
す
る
理
解
と
協
力
を
求
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

◆
期

間

　
８
月
４
日
㈮
～
６
日
㈰

◆
場
　
　
所

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ「
E
k
i
」

◆
内
　
　
容

　

刑
務
所
作
業
製
品
の
展
示
・
販
売

　

矯
正
広
報
活
動

◆
問
い
合
わ
せ

　

札
幌
刑
務
所

　

☎
０
１
１（
７
８
１
）２
０
１
１

　

国
立
宮
古
海
上
技
術
短
期
大
学
校

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

　
　

国
土
交
通
省
の
所
管
す
る
学

校
で
、
優
秀
な
船
舶
運
航
技
術
者

の
育
成
を
目
的
と
し
、
海
と
船
を

フ
ィ
ー
ル
ド
に
学
ん
で
い
ま
す
。

卒
業
生
に
は
、
海
技
資
格
の
特
典

が
付
与
さ
れ
、
海
運
界
は
も
ち
ろ

ん
そ
の
関
連
産
業
を
中
心
に
幅
広

く
活
躍
し
て
い
ま
す
。

◆
日

程

　
７
月
23
日
㈰
、
10
月
７
日
㈯

◆
選
抜
区
分

　

Ａ
Ｏ
入
試
、
指
定
校
推
薦
入
試
、

自
己
推
薦
入
試
、
一
般
入
試

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◆
資
料
請
求
お
よ
び
選
抜
区
分
な
ど

に
関
し
て
の
問
い
合
わ
せ

　

国
立
宮
古
海
上
技
術
短
期
大
学
校

教
務
課

　

☎
０
１
９
３
（
６
２
）
５
３
１
６

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

https://w
w

w.jm
ets.ac.jp/

m
iyako/

　

メ
ー
ル

　

 kyoum
u-m

iyako@jm
ets.ac.jp

　

臨
時
・
パ
ー
ト
職
員
の
登
録

　
　

町
の
臨
時
・
パ
ー
ト
職
員
は
、

事
前
に
登
録
さ
れ
た
方
の
中
か
ら

選
考
し
、
採
用
し
て
い
ま
す
。
採

用
の
場
合
は
、
必
要
に
応
じ
て
担

当
課
よ
り
随
時
連
絡
し
ま
す
。

　
　

平
成
29
年
度
の
登
録
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
次
の
と
お
り
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
勤
務
条
件
が
合
わ
な
い
な
ど
、
登

録
期
間
内
に
連
絡
が
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

◆
登
録
期
間

　

平
成
30
年
３
月
31
日
㈯
ま
で

◆
職
　
　
種

　

一
般
事
務
、
児
童
ク
ラ
ブ
指
導
員

な
ど

◆
提
出
書
類

　

履
歴
書
（
写
真
添
付
）

◆
登
録
受
付
期
間

　

随
時
受
付

◆
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ

　

町
総
務
課
総
務
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
１
１
１
１

催

し

募

集

貯水槽の衛生管理は
大丈夫ですか？

　水を貯水槽に貯めてから給水している建
物は、設置者が責任をもって管理をしなけ
ればなりません。管理を怠ると水質悪化を
招き、適切な給水ができなくなる可能性が
あります。設置者は次のことを守って適切
な管理をお願いします。

①貯水槽の清掃を実施しましょう
　貯水槽は少なくとも年１回は清掃してく
ださい。毎日使っていても、貯水槽は少し
ずつ汚れていきます。専門業者に定期的に
清掃を行ってもらいましょう。

②貯水槽の点検を実施しましょう
　有害物質からの汚染、亀裂・破損による
漏水などを防ぐために、月１回は施設の点
検を行いましょう。定期的な点検のほか、
台風や地震などの影響で水質が悪くなる恐
れのある場合も点検を行いましょう。

　貯水槽に給水する水がきれいでも、貯水
槽が不衛生では意味がありません。管理す
る皆さんが飲み水の安全の重要性を認識し
て、自主的に衛生管理を徹底していただく
ことが重要です。

◇ 貯水槽周辺の整理整頓
◇ 貯水槽の亀裂・破損・漏水などの有無
◇ 貯水槽内部の状態（さびや沈積物の有無）
◇ マンホールの密閉・施錠
◇オーバーフロー管、通気管の防虫網設置、

破損状況

【問い合わせ】
町建設水道課上下水道グループ　☎ 73-7514

みんなの

水 道

主な検査・点検内容
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【
５
月
16
日
～
６
月
15
日
届
出
分
】

　
氏　
名　

 

齢  

月  

日           

世
帯
主   

住
所

鈴
木　
　

正 

67 

5/19 

本
人 

朝
日
3

石
川　

明
子 

52 

5/19 

本
人 

大
井
分

瀬
川　

誠
一 

94 

5/22 

本
人 

朝
日
3

岩
倉　

謹
作 

70 

5/24 

本
人 

継　

立

服
部　

平
吉 

92 

5/25 

本
人 

錦　

3

山
川
つ
ね
子 

90 

5/25 

本
人 

中　

里

元
木
す
み
子 

88 

5/25 

玉
男 

継　

立

佐
野　

郁
子 

83 

5/26 

博 　
朝
日
4

山
本　

晴
一 

82 

5/26 

本
人 

雨
煙
別

坂
井　

准
子 

77 

5/28 

本
人 

松
風
３

井
戸　

壽
子 

89 

5/29 

金
郎
右
衛
門 

松
風
３

木
明　

幸
子 

82 

5/30 

克
己 

中
央
４

日
田　

ト
ク 

98 

5/30 

本
人 

桜
丘
１

北
川　
　

武 

86 

5/30 

本
人 

富　

士

松
實　
　

曻 

89 

6/2 

本
人 

松
風
４

木
村　

秀
雄 

78 

6/2 

本
人 

継　

立

中
井　

ツ
ル 

89 

6/8 

幸
範 

松
風
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　
７
月
21
日
㈮

　

午
後
１
時
～
４
時

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー「
し
ゃ
る
る
」

◆
内
　
　
容

　

札
幌
弁
護
士
会
所
属
弁
護
士
に
よ

る
30
分
程
度
の
法
律
相
談

◆
申
込
方
法

　

事
前
に
電
話
で
予
約

◆
相
談
料　

無
料
（
定
員
６
人
）

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

町
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
�
１
３
２
２

　

町
へ

【
物　

品
】

◆
体
重
体
組
成
計　

3
台

◇
株
式
会
社
ア
リ
ヤ
ス
設
計
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
（
河
村
有
泰
代
表
取
締

役
会
長
）（
札
幌
市
）

　

く
り
の
さ
と
へ

【
物　

品
】

◇
斉
藤
理
知
子
さ
ん
（
朝
日
3
）

◇
今
村　

誘
逸
さ
ん
（
中
里
）

【
慰　

問
】

◇
ビ
ハ
ー
ラ
栗
山
（
松
風
2
）

　

ボ
イ
ラ
ー
実
技
講
習

　
　

２
級
ボ
イ
ラ
ー
技
士
免
許
の
交

付
を
受
け
る
際
に
必
要
と
な
る
講

習
で
す
。
学
科
試
験
の
前
後
い
ず

れ
の
時
期
で
も
受
講
で
き
ま
す
。

所
定
の
講
習
時
間
を
受
講
さ
れ
た

方
に
修
了
証
を
交
付
し
ま
す
。

◆
講
習
日
程

　
８
月
７
日
㈪
～
９
日
㈬

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
半
（
３
日

目
は
午
後
５
時
ま
で
）

◆
講
習
場
所　

・
１
日
目
、
２
日
目　

　

イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
赤
れ
ん
が

・
３
日
目　

　

北
海
道
中
央
労
災
病
院

◆
受
講
料

　
２
１
６
６
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
込
）

◆
定
　
　
員

　

20
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

◆
申
込
先

　

岩
見
沢
労
働
基
準
協
会
内

　

☎
０
１
２
６
（
２
４
）
３
０
８
７

※
７
月
３
日
㈪
よ
り
受
け
付
け
を
開

始
し
ま
す
。

　

無
料
法
律
相
談

◆
日
時
・
場
所

　

消
防
設
備
士
試
験

◆
試
験
日

　
８
月
20
日
㈰

◆
試
験
場
所
・
種
類

　

札
幌
市　

甲
種
（
第
１
～
５
類
）、

乙
種
（
第
１
～
７
類
）

　
（
そ
の
他
、
道
内
各
地
で
実
施
）

◆
受
験
資
格　

○
甲
種
は
制
限
あ
り

※
詳
し
く
は
、
左
記
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。　

○
乙
種
は
制
限
な
し

◆
試
験
願
書
の
受
付
期
間

　

書
面
申
請

　
７
月
7
日
㈮
～
14
日
㈮

　

電
子
申
請

　
７
月
４
日
㈫
～
11
日
㈫

◆
受
験
願
書
の
請
求
先
・
問
い
合
わ
せ

　

南
空
知
消
防
組
合
消
防
署
生
活
安

全
課

　

☎
�
０
１
５
０

　

危
険
物
取
扱
者
試
験

◆
試
験
日

　
９
月
24
日
㈰

◆
試
験
場
所
・
種
類

　

札
幌
市　

甲
種
、
乙
種
（
第
１
～

６
類
）、
丙
種

　

岩
見
沢
市　

乙
種
（
第
１
～
６

類
）、
丙
種
（
そ
の
他
、
道
内
各

地
で
実
施
）

◆
受
験
資
格

○
甲
種
は
制
限
あ
り

※
詳
し
く
は
、
左
記
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。　

○
乙
種
は
制
限
な
し

◆
試
験
願
書
の
受
付
期
間

　

書
面
申
請

　
８
月
21
日
㈪
～
28
日
㈪

　

電
子
申
請

　
８
月
18
日
㈮
～
25
日
㈮

◆
受
験
願
書
の
請
求
先
・
問
い
合
わ
せ

　

南
空
知
消
防
組
合
消
防
署
生
活
安

全
課

　

☎
�
０
１
５
０

　

町
職
員
採
用
試
験

◆
一
次
試
験
日

　
９
月
17
日
㈰

◆
試
験
場
所

　

岩
見
沢
市　

ホ
テ
ル
サ
ン
プ
ラ
ザ

◆
受
付
期
間

　
７
月
３
日
㈪
～
８
月
４
日
㈮

◆
試
験
区
分
（
一
般
事
務
職
）

　

初
級　
　

高
校
卒
業
程
度

　

上
級　
　

大
学
卒
業
程
度

◆
受
験
資
格

　
（
初
級
）

　

平
成
８
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
12

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

　
（
上
級
）

　

平
成
２
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
８

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

◆
試
験
方
法

○
第
１
次
試
験

　
（
初
級
）　

教
養
試
験
、
作
文
試
験

　
（
上
級
）　

教
養
試
験
、
論
文
試
験

○
第
２
次
試
験

第
１
次
試
験
合
格
者
（
町
村
会
発

表
）
は
、
採
用
資
格
候
補
者
名
簿

に
登
録
さ
れ
、
就
職
希
望
町
ご
と

に
第
２
次
試
験
（
面
接
）
を
実
施

※
栗
山
町
の
平
成
30
年
度
一
般
事
務

採
用
は
初
級
お
よ
び
上
級
の
予
定

で
す
。

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

町
総
務
課
総
務
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
１
１
１
１

　

消
防
設
備
点
検
資
格
者
講
習

◆
講
習
日
程

　

第
１
種　
８
月
８
日
㈫
～
10
日
㈭

　

第
２
種　
８
月
22
日
㈫
～
24
日
㈭

◆
講
習
場
所

　

札
幌
市　

北
海
道
建
設
会
館

◆
講
習
願
書
の
受
付
期
間

　
７
月
7
日
㈮
ま
で
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相

談

く
ら
し

催
　
し

募
　
集

試
　
験

講
　
習

相
　
談

ご
厚
意

お
め
で
た

お
く
や
み

【問い合わせ】町経営企画課　☎ 73-7502

56,890,036 円
平成 29 年度栗山町ふるさと応援寄附金

4/1 ～ 5/31 までの総数
5,534 件

ご厚意ありがとうございます。

お
く
や
み

【
５
月
16
日
～
６
月
15
日
届
出
分
】

　
氏　
名　

 

月 

日　  
父
母
名   　
住
所

椛
澤　

琉り
ゅ
う
ま真

5/16
　
　
　
　
　

中　

里

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

洋

平

め
ぐ
み

お
め
で
た

試

験

講

習

◆
受
講
申
請
書
の
請
求
先
・
問
い
合

わ
せ

　

南
空
知
消
防
組
合
消
防
署
生
活
安

全
課

　

☎
�
０
１
５
０

 　

危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習

◆
講
習
日
程

　

札
幌
市

　

９
月
４
日
㈪
～
5
日
㈫

　

午
前
９
時
半
～
午
後
５
時

　

岩
見
沢
市

　

９
月
７
日
㈭
～
８
日
㈮

　

９
月
11
日
㈪
～
12
日
㈫

　

午
後
６
時
～
９
時

◆
講
習
場
所

　

札
幌
市　

北
農
健
保
会
館

　

岩
見
沢
市　

ま
な
み
ー
る

◆
講
習
科
目

○
危
険
物
に
関
す
る
法
令

○
基
礎
的
な
物
理
学
お
よ
び
化
学

○
危
険
物
の
性
質
並
び
に
そ
の
火
災

予
防
お
よ
び
消
火
の
方
法　

ほ
か

◆
受
付
期
間

　

講
習
日
の
１
週
間
前
ま
で
（
定
員

に
な
り
次
第
締
切
）

◆
受
講
申
請
書
の
請
求
先
・
問
い
合

わ
せ

　

南
空
知
消
防
組
合
消
防
署
生
活
安

全
課

　

☎
�
０
１
５
０

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】

◇
月
見
草
の
会（
土
田　

清
美
会
長
）

　

く
り
の
さ
と
彩
へ

【
金
一
封
】

◇
金
丸　

公
雄
さ
ん
（
桜
山
）

　　

社
会
福
祉
協
議
会
へ

【
金
一
封
】

◇
砂
田　

正
樹
さ
ん
（
松
風
３
）

◇
石
丸　

保
則
さ
ん
（
松
風
４
）

◇
元
木　

玉
男
さ
ん
（
継
立
）

◇
中
井　

幸
範
さ
ん
（
松
風
４
）

【
物　

品
】

◆
車
い
す
１
台

◇
牧
野　

明
美
さ
ん
（
松
風
４
）

　

泉
徳
苑
・
一
草
庵
へ

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】

◇
ケ
ー
ナ
の
会

◇
太
田　

欣
仁
さ
ん
（
松
風
２
）

【
寄　

附
】

◇
カ
イ
ン
ド
ネ
ス
シ
オ
ミ
薬
品
（
松

風
3
）

◇
コ
コ
カ
ラ
フ
ァ
イ
ン
（
中
央
2
）

◇
エ
ス
ケ
イ
ア
イ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
な

の
花
薬
局
（
朝
日
2
）

ご

厚

意

7
ま ち の i n

f o m a t i o
n

月
July



　

筒
を
回
す
た
び
に
違
っ
た
世
界
を
見

せ
て
く
れ
る
万
華
鏡
。
キ
ラ
キ
ラ
と
美

し
く
幻
想
的
で
、
ま
る
で
光
り
輝
く
小

宇
宙
の
よ
う
で
す
。

◆
日　
時

　

７
月
31
日
㈪　

午
前
10
時
～
正
午

◆
場　
所　
町
開
拓
記
念
館

◆
講　
師　
前
田　

豊
さ
ん

◆
対　
象　

　

町
内
の
小
学
生（
保
護
者
同
伴
可
）

◆
持
ち
物　
筆
記
用
具

◆
参
加
料　
４
０
０
円（
教
材
費
）

◆
定　
員　
20
人（
先
着
順
）

◆
申
込
期
限　
７
月
21
日
㈮

◆
そ
の
他　

　

当
日
は
送
迎
を
予
定

※
詳
し
く
は
別
途
ご
案
内
し
ま
す
。
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「                     」

◆
日　
時　

　

８
月
６
日
㈰　

正
午
～
午
後
３
時

◆
場　
所

　

栗
山
水
泳
プ
ー
ル

◆
対　
象　

　

町
内
小
学
生

◆
内　
容

　

競
泳
と
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン（
予
定
）

◆
持
ち
物

　

水
着
、
水
泳
帽
子
、
水
中
メ
ガ
ネ
、

　

バ
ス
タ
オ
ル

◆
申
込
期
限　
　

　

７
月
28
日
㈮

◆
申
込
先　

　
町
内
小
学
校
、ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、

　
町
内
水
泳
プ
ー
ル

◆
そ
の
他　

　

参
加
賞
有
り

◆
問
い
合
わ
せ

　

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
１
１
１
７

スイミング
フェスティバル

◆
日　
時　

　

７
月
11
日
㈫
、
25
日
㈫

　

午
後
１
時
～
２
時

◆
場　
所

　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

◆
内　
容

　
五
感
養
生
操
、
香し

ゃ
ん
こ
う功

、
呼
吸
法
、
ほ
か

※
「
気
功
」
と
は
「
気
」（
生
命
エ
ネ

　

ル
ギ
ー
）に
よ
っ
て
自
己
の
免
疫
力
、

　

治
癒
力
や
調
整
力
を
高
め
て
、
健
康

　

の
レ
ベ
ル
を
上
げ
「
自
養
其
生
（
み

　

ず
か
ら
そ
の
生
命
を
養
う
）」
す
る

　

こ
と
を
目
指
す
健
康
法
で
す
。

◆
講　
師　
中
国
気
功
体
操
愛
好
会

　
　
　
　
　
主
宰　

渋
谷　

和
子
さ
ん

◆
受
講
料　
１
０
０
０
円

◆
定　
員　
10
人

◆
申
込
期
限　
７
月
６
日
㈭

　

やさしい気功体操

【問い合わせ】
　スポーツセンター
　☎ 72-6161

夏休み特別企画
自分だけの
万華鏡作り

【申込先・問い合わせ】
　町開拓記念館
　☎ 72-6035

手
作
り
の
雑
巾
を
栗
っ
子
へ

更
生
保
護
女
性
会
が
寄
贈

栗
山
更
生
保
護
女
性
会
よ
り
、
町

へ
手
作
り
雑
巾
の
寄
贈
が
あ
り

ま
し
た
。
雑
巾
の
寄
贈
は
今
年
で
４
回

目
で
、
同
会
会
員
が
心
を
込
め
て
縫
っ

た
１
６
０
枚
が
南
條
宏
教
育
長
に
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。飯
尾
喜
美
恵
会
長
は「
新

し
い
雑
巾
を
子
ど
も
た
ち
に
気
持
ち
よ

く
使
っ
て
ほ
し
い
で
す
」
と
話
し
、
南

條
教
育
長
は
「
と
て
も
助
か
っ
て
い
る

の
で
、
今
後
も
ご
協
力
し
て
い
た
だ
け

る
と
あ
り
が
た
い
で
す
」
と
お
礼
を
述

べ
ま
し
た
。
雑
巾
は
町
内
の
小
中
学
校

に
配
布
し
ま
し
た
。（
５
月
23
日
）

楽
し
い
お
話
し
の
世
界

こ
ど
も
読
書
ま
つ
り

お
は
な
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
栗
の
子

童
話
会
」と
町
図
書
館
の
共
催
に

よ
る「
こ
ど
も
読
書
ま
つ
り
」が
、町
図

書
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。多
く
の
子
ど

も
た
ち
に
図
書
館
や
本
に
親
し
ん
で
も

ら
お
う
と
毎
年
開
催
。こ
の
日
は
、ジ
ャ

ン
ボ
紙
芝
居
、シ
ル
エ
ッ
ト
シ
ア
タ
ー
、

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、ボ
ー
ド
ビ
ル
が
行

わ
れ
、親
子
連
れ
な
ど
約
30
人
は
次
々

に
進
め
ら
れ
る
お
話
し
の
世
界
に
引
き

込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。ま
た
、ボ
ー
ド
ビ

ル
の「
エ
ビ
カ
ニ
ク
ス
」は
、知
っ
て
い

る
子
ど
も
た
ち
も
多
く
、一
緒
に
踊
っ

て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。（
６
月
10
日
）

青
空
の
も
と
で
町
内
巡
り

く
り
や
ま
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

今
年
で
24
回
目
と
な
る
「
く
り
や

ま
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
」
を
、
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
を
発
着
に
し
て
開
催

し
ま
し
た
。
親
子
や
友
達
で
構
成
さ
れ

た
12
チ
ー
ム
42
人
が
、
約
3.5
㎞
の
コ
ー

ス
を
地
図
に
従
っ
て
歩
き
ゴ
ー
ル
を
目

指
し
ま
し
た
。
６
ヵ
所
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ

イ
ン
ト
で
は
、
栗
山
を
テ
ー
マ
に
し
た

ク
イ
ズ
や
ゲ
ー
ム
を
行
い
、
参
加
者
は

協
力
し
合
い
な
が
ら
次
々
と
課
題
を
ク

リ
ア
し
、
初
夏
の
１
日
を
楽
し
み
ま
し

た
。（
６
月
18
日
）

夏
到
来
！

町
内
３
プ
ー
ル
オ
ー
プ
ン

町
内
の
水
泳
プ
ー
ル
が
、
一
斉
に

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
プ
ー
ル

に
は
オ
ー
プ
ン
を
待
ち
わ
び
て
い
た
子

ど
も
た
ち
が
訪
れ
、
初
泳
ぎ
を
楽
し
み

ま
し
た
。（
６
月
18
日
）

◆
開
設
期
間

　

９
月
18
日
㈷
ま
で
（
予
定
）

◆
開
設
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

※
栗
山
水
泳
プ
ー
ル
は
７
・
８
月
の
み

午
後
８
時
ま
で
延
長
し
ま
す
。

◆
料
　
　
金

　

町
内
小
中
学
生　

無
料

　

高
校
生　
　
　
　

70
円

　

一　

般　
　
　
　

１
０
０
円
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■地域公開授業参観日・介護実習報告会
　介護福祉士を目指す学生の、学びの様子をぜひご覧くだ
さい。

【日　時】7 月 19 日㈬　9：00 ～ 12：10
【場　所】北海道介護福祉学校（2 階）205 号室
【内　容】2 年生による介護実習の成果発表

　　　　※どなたでも自由に参観できます。

■１日体験入学　※事前の申し込みが必要です。
　福祉に関心のある方なら、どなたでも大歓迎です。

【日　時】7 月 22 日㈯　10：00 ～ 14：00
【内　容】介護実技体験・卒業生の講話・模擬授業・昼食

　　　　（在校生との交流有り）
【その他】女子寮見学・栗山駅からタクシー無料送迎

　 　 　 　 学 校 で 弁当を用意
　 　 　 　 社会人の学び直しも応援
　 　 　 　 希望者に個別進学相談会実施

北海道介護福祉学校事業のご案内
介護を知ろう！栗山で学ぼう！

　今年 30 年目を迎えた北海道介護福祉学校は、
介護福祉士を養成する道内唯一の公立校で町立の
養成校としては全国唯一の学校です。キャンパス
を訪れて、学生の学びの様子を見てみませんか？

【問い合わせ】
　北海道介護福祉学校　☎ 72-6060

北海道介護福祉学校 検索 ポチッ

宮
城
県
角
田
市
の

子
ど
も
た
ち
と
交
流
し
よ
う
！

　
栗
山
町
と
宮
城
県
角
田
市

は
、
昭
和
54
年
か
ら
姉
妹
都

市
交
流
と
し
て
隔
年
で
お
互

い
の
ま
ち
に
行
き
来
し
、
交

流
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
７
月
22
日
㈯
～

24
日
㈪
の
日
程
で
角
田
市
の

子
ど
も
た
ち
が
来
町
さ
れ
、

栗
山
な
ら
で
は
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
角
田
市
の
皆
さ
ん
を
お

迎
え
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
栗
っ
子
の
皆
さ
ん
と

角
田
市
の
子
ど
も
た
ち
が
交

流
し
て
、
た
く
さ
ん
の
仲
間

を
作
っ
て
い
た
だ
き
た
く
、

多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

芸
術
文
化
の
祭
典
！

く
り
や
ま
芸
術
祭
作
品
募
集

◆
募
集
期
限　
９
月
６
日
㈬

◆
展
示
期
間　
10
月
19
日
㈭
～
22
日
㈰

◆
場　
　
所　

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ「
Ｅ
ｋ
ｉ
」

◆
対　
　
象　
町
内
在
住
の
社
会
人

◆
内

容　

絵
画
、
書
道
、
文
芸
、
華
道
、
手
工
芸
、

写
真
、
木
彫
、
陶
芸
、
盆
栽
な
ど

◆
申
込
方
法　

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
し
ゃ
る
る
」

　

窓
口
備
え
付
け
の
申
込
書
を
提
出

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　
く
り
や
ま
芸
術
祭
実
行
委
員
会

　
（
町
教
育
委
員
会
内
）

　

☎
�
１
１
１
７

派遣団員募集中！！

【日　程】       7 月 22 日㈯～ 23 日㈰　1 泊 2 日
                        集合 22 日 14：30（カルチャープラザ「Eki」）
                        解散 23 日 16：30（雨煙別小学校 コカ・コーラ環境ハウス）
＜ 22 日＞    15：00　子どもみこし参加
                        16：30　出会いのつどい
                        17：30　夕食交流
                        19：20　夏まつり見学
＜ 23 日＞    10：00　町内施設見学
                        13：10　夕張川　川下り探検

【参加対象】小学 5 年生～中学 3 年生　（定員 20 人）
【参  加  料】3,000 円（夕食代、宿泊代、保険代含む）
【申込期限】7 月 10 日（月）
【申込先・問い合わせ】町教育委員会社会教育グループ☎ 72-1117

　海外でのさまざまな体験を通して英語を学び、国際感覚を身に付けませんか。
【期　間】平成 30 年 1 月 4 日㈭～ 12 日㈮　9 日間
【場　所】オーストラリア（パース）
【対　象】町内在住の中学 1 年生～高校 3 年生
【負担金】6 万円

※就学援助費支給認定世帯およびそれに準ずる世帯は 3 万円を助成します。
※パスポート、旅行保険など別途約 2 万円が必要です。

【申込方法】
　参加申込書と「少年ジェットに参加して学びたいこと」と題した 800 字程度の作文を提出
※後日面接します。

【申込期限】8 月 18 日㈮
【申込先・問い合わせ】町教育委員会社会教育グループ　☎ 72-1117

～
姉
妹
都
市
子
ど
も
交
歓
の
つ
ど
い
～

加
募

参

集
！



◆
持
ち
物　
リ
ュ
ッ
ク
、
飲
み
物

◆
参
加
費　
８
０
０
円（
保
険
料
込
み
）

◆
申
込
期
限

　

７
月
28
日
㈮　

午
後
６
時
ま
で

◆
日　
時　

　

８
月
５
日
㈯　

午
前
９
時
～
正
午

※
雨
天
中
止

◆
対　
象　
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

※
小
学
３
年
生
未
満
は
保
護
者
同
伴

◆
服　
装

長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
、
帽
子
、
軍
手
、

履
き
な
れ
た
運
動
靴
ま
た
は
長
靴

◆
持
ち
物　

虫
取
り
網
、飲
み
物
（
水
筒
な
ど
）

※
虫
取
り
網
は
貸
出
可
能

◆
参
加
費　
８
０
０
円（
保
険
料
込
み
）

◆
定　
員　
20
人

◆
申
込
期
限　
８
月
４
日
㈮

◆
日　
時　
７
月
29
日
㈯

　

午
前
10
時
～
午
後
２
時

※
荒
天
時
は
、
７
月
30
日
㈰
に
順
延

◆
対　
象　
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

※
小
学
４
年
生
未
満
は
保
護
者
同
伴

◆
内　
容　

　
除
草
作
業
と
田
の
生
き
物
調
べ

　

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

◆
参
加
費

　
大
人　

３
０
０
０
円

　
小
人　

２
５
０
０
円

※
昼
食
・
保
険
料
含
む

◆
定　
員　
30
人
程
度

◆
持
ち
物　

飲
み
物
、帽
子
、タ
オ
ル
、軍
手
、長

靴
、着
替
え
、サ
ン
ダ
ル
、雨
ガ
ッ
パ

◆
日　
時

　

７
月
29
日
㈯　

午
後
７
時
～
９
時

◆
対　
象　
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

※
小
学
３
年
生
未
満
は
保
護
者
同
伴

◆
内　
容　
懐
中
電
灯
を
一
切
使
わ
ず

暗
い
夜
道
を
ロ
ー
プ
を
頼
り
に
下

る
な
ど
、
少
し
ハ
ー
ド

◆
服　
装

長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
、
帽
子
、
軍
手
、

履
き
な
れ
た
運
動
靴
ま
た
は
長
靴

◆
日　
時　
７
月
９
日
㈰　

午
前
９
時

◆
内　
容

ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
の
苗
の
火
薬
庫
の

沢
へ
の
移
植
、
湿
原
再
生
地
の
整
備

田
ん
ぼ
・
畑
の
草
取
り
、
シ
イ
タ
ケ

の
ほ
だ
木
の
整
理
作
業
な
ど

◆
持
ち
物

　

汚
れ
て
も
い
い
服
装
、
軍
手
、
帽
子

◆
日　
時　
７
月
23
日
㈰

　

午
後
７
時
半
～
８
時
半

◆
主　
催

　

ハ
サ
ン
ベ
ツ
里
山
計
画
実
行
委
員
会
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第 81 回ふれあいトークのご案内
ハサンベツ里山計画実行委員会の内閣総理大臣表彰を祝い、未来につなぐ！

【日　時】7 月 13 日㈭　19：00 ～ 21：00
【内　容】

　①プレゼンテーション「ハサンベツ里山づくり 17 年。その経過と成果、そして未来につなぐ」
　②緑化推進運動功労者内閣総理大臣表彰の報告と祝賀懇親の集い

【場　所】カルチャープラザ「Eki」
【参加料】1,500 円
【申込期限】7 月 10 日㈪
【申込先】町いきものの里ふれあいプラザ内　☎ 72-3000
【主　催】ハサンベツ里山計画実行委員会の内閣総理大臣表彰を祝う会
【協　賛】町教育委員会、ハサンベツ里山計画実行委員会、栗山オオムラサキの会、夕張川自然再生

　 　 　 　 協議会、　ＮＰО法人雨煙別学校、一般社団法人栗山青年会議所

森
の
夜
遊
び
ロ
ン
グ
ナ
イ
ト
ハ
イ
ク

夏
の
風
物
詩
ホ
タ
ル
観
賞
会

里
山
の
虫
と
り

　ハサンベツ里山計画実行委員会が 4 月 28 日、
緑化推進運動功労者内閣総理大臣表彰を受賞し
ました。「ハサンベツ里山計画はじめます」と
うたって、実行委員会を発足させた平成 13 年
7 月 13 日の記念すべき日に、この事業に携わっ
た多くの方たちの功労を振り返り、未来につな
いでいくために、お祝いの集いを開催します。

ふ
る
里
山
く
り
山
の
米
づ
く
り
第
２
回

７
月
の
ハ
サ
ン
ベ
ツ
里
山
の
日

平
成
25
年
の
豪
雨
か
ら
始
ま
っ
た
、
ハ
サ
ン
ベ
ツ
の
火
薬
庫
の

沢
で
の
山
崩
れ
と
河
床
崩
壊
に
よ
る
土
砂
流
失
。
こ
れ
を
防
ぐ
た

め
、
市
民
工
事
な
ど
た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
改
修
工
事
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

今
年
６
月
中
旬
、
こ
の
工
事
も
完
成
の
目
途
が
つ
く
ま
で
に
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
ご
協
力
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ふ
VOL. ４

る
さ
と
自
然
教
育
通
信

◆
集
合
場
所

　

ハ
サ
ン
ベ
ツ
里
山
セ
ン
タ
ー

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

雨
煙
別
小
学
校 

コ
カ
・
コ
ー
ラ

環
境
ハ
ウ
ス

☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ　

�
１
６
９
６

こ
ち
ら
の
掲
載
情
報
全
て
の

集
合
場
所
・
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

多
く
の
皆
さ
ん
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
、
交
流
を
深
め
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す

紹介！「我が家の読書」ポスター展
【期　間】7 月 1 日㈯～ 8 月 31 日㈭

※学校の締め切りは 7 月 25 日㈫です。
【応募規定】1 家族 1 点まで
【作品規定】

　指定の画用紙に描く（ 絵を描く道具は自由）
※画用紙は申し込み時に渡します。
【その他】

　審査の上、優秀作品は図書カードをプレゼント
※作品は図書館ホームページなどで紹介するこ　

とがあります。
【申込先】

　町図書館、移動図書館くりくり号、角田・継立
　図書室、各小中学校
大人も子どもも目指せ完走！ブックマラソン
【期　間】7 月 11 日㈫～ 8 月 20 日㈰
【場　所】

　町図書館、移動図書館くりくり号、  角田・継立
　図書室、各小中学校

【その他】
　期間中、本 1 冊貸し出しにつきスタンプを 1
つ押印
※ 1 日最大 3 個までです。
世界にたった一つ！手作り絵本作家になろう
【日　時】

7 月 26 日㈬　10：00 ～ 11：30（製本）
7 月 27 日㈭　13：00 ～ 15：30（創作）
【場　所】町図書館
【対　象】

　町内在住の幼児、小学生
※幼児は保護者の付き添いが必要です。
※両日とも参加できる方に限ります。
【定　員】15 人
【申込先】

　町図書館、移動図書館くりくり号、  角田・継立
　図書室

【問い合わせ】町図書館　　☎ 72-6055



運 会動

栗っ子が大活躍 !!
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■ 次号「広報くりやま 8 月号」の原稿締切は 7月14日㈮まで 
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人のうごき
人口  12,165 人  （ －35）

平成29年6月1日現在　（　）内は前月比　

男  5,662 人  （ －19）　女  6,503  人  （ －16） 世帯数  5,950  世帯  （ －15 ）

編
集
担
当
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の
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と

▼ 

７
月
に
な
り
ま
し
た
。
今
月
の
目
玉

イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
姉
妹
都
市
！
ぜ
ひ
皆

さ
ん
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

マ
ナ
ビ
ィ
に
も
一
部
抜
粋
し
て
掲
載

し
て
い
ま
す
が
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
花

火
見
物
な
ど
、
も
り
だ
く
さ
ん
な
内
容

で
す
。
栗
っ
子
の
皆
さ
ん
と
角
田
市
の

皆
さ
ん
で
、
お
い
し
く
楽
し
い
思
い
出

を
作
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
た
く

さ
ん
の
お
申
し
込
み
、
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
熊
谷
）

▼
6
月
号
の
表
紙
の
感
想
を
多
く
の
方

か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
良
い
表
情
だ

ね
」「
良
い
ア
ン
グ
ル
だ
ね
」
な
ど
、
泥

臭
く
な
っ
て
も
一
瞬
を
逃
さ
ず
撮
影
で
き

た
こ
と
と
、
町
民
の
方
か
ら
評
価
を
い
た

だ
い
て
う
れ
し
さ
と
や
り
が
い
を
感
じ
ま

し
た
。「
ひ
と
り
ご
と
も
楽
し
み
に
し
て

い
る
よ
」
な
ど
の
声
も
あ
り
ま
す
が
…
。

ぜ
ひ
カ
ラ
ー
ペ
ー
ジ
以
外
の
感
想
も
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
実
は
今
月
号
の
ど
こ
か

の
ペ
ー
ジ
に
私
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で

す
。
本
文
を
読
み
な
が
ら
探
し
て
み
て
く

だ
さ
い
！　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
田
畑
）

▼ 

今
月
と
来
月
は
、
く
り
や
ま
の
夏
を

彩
る
お
祭
り
が
目
白
押
し
で
す
。
子
ど

も
の
頃
は
、
汗
を
か
き
な
が
ら
出
店
や

イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
み
ま
し
た
が
、
今
は

お
祭
り
を
楽
し
ん
で
い
る
人
た
ち
や
イ

ベ
ン
ト
な
ど
で
頑
張
っ
て
い
る
人
た
ち

の
ベ
ス
ト
シ
ョ
ッ
ト
を
撮
る
た
め
に
、

冷
や
汗
を
か
き
な
が
ら
も
祭
り
を
楽
し

ん
で
い
ま
す
。
天
気
に
な
る
こ
と
を
祈

り
つ
つ
、
短
い
夏
の
ひ
と
と
き
を
迎
え

た
い
と
思
い
ま
す
。　　
　
　
　
（
杉
本
）
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